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史
料
館
の
事
業
内
容



前
章
で
も
触
れ
た
通
り
、
文
部
省
が
近
世
史
料
の
収
集
に
着
手
し
た
の
は
一
九
四

七
（
昭
和
二
二
）
年
度
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
十
数
年
を
経
過
し
て
、
各
地
に
史
料

の
保
存
機
関
設
立
の
機
運
が
芽
生
え
、
史
料
の
現
地
保
存
の
声
が
昂
ま
り
っ
っ
あ
る

中
で
、
文
部
省
史
料
館
が
現
物
史
料
の
収
集
か
ら
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
収

集
に
方
向
転
換
を
行
っ
た
の
は
一
九
六
七
（
昭
和
四
三
年
頃
で
あ
る
。
試
み
に
一

九
六
六
（
昭
和
四
三
）
九
月
の
「
文
部
省
史
料
館
報
」
３
号
に
収
載
し
た
「
所
蔵
史

料
の
現
況
」
に
よ
っ
て
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
三
年
以
降
六
五
（
昭
和
四
○
）
年

ま
で
の
一
九
年
間
の
現
物
史
料
の
収
集
状
況
を
、
年
度
別
件
数
で
示
す
と
、
第
１
表

の
通
り
で
あ
る
。

第1表年度別収集件数

｜
史
料
の
収
集

公
表
が
蝉
か
れ
る
よ
う
な
僅
少
な

収
集
予
算
、
加
え
て
調
査
費
皆
無
と

い
う
条
件
の
も
と
で
の
収
集
は
、
専

ら
館
員
内
外
の
関
係
者
・
縁
故
関
係

の
情
報
を
頼
り
に
行
わ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
年
度
別
の
件
数
は
年
に
よ
っ

て
、
か
な
り
較
差
が
あ
る
こ
と
が
判

る
。
も
っ
と
も
件
数
の
多
寡
は
必
ず

し
も
数
量
の
多
寡
を
意
味
し
な
い
。

件
数
の
単
位
と
な
る
家
別
文
書
群

は
、
信
州
松
代
眞
田
家
文
書
や
同
松
代
八
田
家
文
書
、
越
後
国
頚
城
郡
岩
手
村
佐
藤

家
文
書
な
ど
の
よ
う
に
、
一
件
が
数
千
点
以
上
に
及
ぶ
大
量
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
年

貢
免
状
だ
け
十
数
点
と
い
う
極
く
少
量
の
文
書
群
も
あ
っ
て
、
件
数
に
よ
る
デ
ー
タ

は
数
量
的
な
指
標
と
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
当
面
件
数
の
み
を
問
題
と
す
る

と
、
単
純
計
算
で
年
平
均
一
五
・
八
件
以
上
の
収
集
が
行
わ
れ
た
年
は
四
八
年
．
五

一
年
の
ほ
か
、
五
七
・
五
八
年
と
六
○
～
六
二
年
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
注
目

さ
れ
る
の
は
最
高
件
数
を
記
録
し
た
六
二
年
を
境
に
、
収
集
件
数
が
激
減
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
現
在
約
五
○
万
点
と
さ
れ
て
い
る
当
館
所
蔵
史
料
の
う
ち
、
質
量
と

も
に
勝
れ
た
文
書
群
は
概
ね
五
五
年
前
後
ま
で
の
収
集
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
収
集

源
を
み
て
み
る
と
草
創
期
か
ら
数
年
は
原
蔵
者
な
い
し
戦
前
か
ら
の
歴
史
家
等
の
コ

レ
ク
タ
ー
（
機
関
を
含
む
）
か
ら
の
譲
渡
・
購
入
が
主
流
で
あ
っ
た
の
が
、
五
六
年

度
以
降
の
収
集
源
の
大
半
は
古
書
店
・
故
紙
再
製
業
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る

（
第
２
表
参
照
）
。

第2表購入先別収集件数

な
お
誤
解
を
招
き
易
い
の
で
敢
え
て
説

明
を
加
え
る
と
、
収
集
源
の
う
ち
最
高
を

記
録
し
て
い
る
当
時
の
古
書
店
か
ら
の
購

入
は
、
天
正
・
慶
長
期
の
検
地
帳
何
万
円

と
か
い
う
、
高
価
一
点
主
義
の
も
の
を
対

象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
大
半
は

故
紙
再
製
業
者
と
同
レ
ベ
ル
の
史
料
群
の

購
入
で
あ
る
。
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年度 件数 年度 件数

1947

1948

1949

1950

l951

1952

1953

1954

1955

1956

10

23

16

7

25

12

13

6

12

9

1957

1958

1959

1960

1961

1962

1963

1964

1965

計

19

22

10

24

31

39

９
７
６

300

収 集 先 件数

原 蔵 者

古 普 店

故紙再生業者

蒐集者（個人）

蒐集者（機関）

67

03

76

36

18

1

計 300



第
１
表
に
み
ら
れ
る
五
七
年
度
以
降
の
件
数
の
ピ
ー
ク
は
、
そ
の
間
の
事
情
を
反

映
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
五
四
～
五
六
年
頃
に
か
け
て
全
国
的
規
模
で
実
施

さ
れ
た
市
町
村
の
合
併
に
よ
っ
て
、
旧
戸
長
・
村
町
役
場
史
料
の
大
量
な
廃
棄
・
放

出
が
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
、
故
紙
回
収
業
者
・
古
書
店
の
買
い
あ
さ
り
の
対
象
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
購
入
件
数
の
増
加
の
実
態
は
、
こ
れ
ら
の
業
者
か
ら
の
一
括

購
入
し
た
雑
多
な
廃
棄
史
料
の
整
理
過
程
で
の
細
分
化
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
逆

説
的
に
い
え
ば
、
史
料
の
散
逸
防
止
を
当
面
の
目
的
と
さ
れ
た
当
館
の
史
料
収
集
事

業
の
う
ち
、
こ
の
時
期
が
最
も
そ
の
役
割
を
果
し
た
と
も
評
価
さ
れ
よ
う
。
但
し
、

大
量
に
搬
入
さ
れ
た
こ
の
種
の
史
料
は
、
伝
来
の
原
型
を
留
め
ず
、
半
端
も
の
や
帰

属
不
明
史
料
の
増
大
で
、
当
時
の
整
理
室
は
恰
も
故
紙
業
者
の
仕
切
場
の
よ
う
な
様

相
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。
因
み
に
、
こ
の
時
期
の
受
入
史
料
の
文
書
記
号
に
通
・
雄
・

恥
と
い
う
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
た
の
は
、
史
料
の
ル
ー
ツ
探
し
に
明
け
暮
れ
た

整
理
現
場
の
館
員
た
ち
の
、
さ
さ
や
か
な
抵
抗
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
当
館
の

史
料
収
集
の
在
り
方
に
再
検
討
を
促
す
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
収
集
に
方
向
転
換
し
て
か
ら
後
も
、
古
書

店
等
か
ら
の
生
の
史
料
の
購
入
は
若
干
継
続
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
主
と
し
て
故
紙

再
製
業
者
か
ら
の
購
入
史
料
の
片
割
れ
な
ど
の
補
充
的
収
集
の
意
味
合
い
を
持
つ
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
史
料
の
所
蔵
者
が
譲
渡
・
寄
贈
も
し
く
は
寄
託
を
希
望
さ
れ
た

場
合
は
、
所
蔵
者
の
ご
意
志
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
原
蔵
地
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
た

上
で
所
蔵
者
の
ご
要
望
に
対
応
す
る
よ
う
努
め
て
お
り
、
こ
の
方
針
は
現
在
も
変
っ

て
い
な
い
。

第3表所蔵史料県別件数一覧
さ
て
、
次
掲
の
第
３
表
・
第
４
表
は
文
部
省
史
料
館
時
代
の
収
集
史
料
を
大
宗
と

す
る
現
在
の
所
蔵
史
料
の
地
域
別
件
数
と
、
史
料
の
種
別
（
旧
身
分
・
職
業
）
の
件
記

数
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
く
り
返
し
述
べ
る
通
り
、
敗
戦
後
の
混
乱
期
に
散
逸

防
止
を
当
面
の
課
題
と
し
、
ま
た
故
紙
再
製
業
者
か
ら
の
購
入
が
多
い
こ
と
か
ら
も

窺
え
る
よ
う
に
、
本
来
計
画
的
に
収
集
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
多
分
に
偶
然
的
契

機
に
よ
っ
て
収
蔵
さ
れ
た
史
料
の
集
積
は
、
第
３
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、

草
創
期
に
収
集
に
貢
献
さ
れ
た
故
所
三
男
氏
（
前
徳
川
林
政
史
研
究
所
長
）
の
郷
里

の
長
野
県
、
故
紙
再
製
業
者
の
所
在
地
の
岐
阜
県
を
筆
頭
に
、
愛
知
・
新
潟
県
を
含

む
中
部
地
方
に
集
中
し
（
全
体
の
四
二
・
七
％
）
、
四
国
・
九
州
は
各
一
％
に
も
充

た
な
い
と
い
う
、
著
し
い
地
域
的
偏
差
を
示
し
て
い
る
。

県別 件数 ％ 県別 件数 ％

北海道

森
手
田
形
島

青
岩
秋
山
福

城
木
馬
玉
葉
京
川奈

茨
栃
群
埼
千
束
神

2

１
１

４
０
７

１
１

５
２
５
８
５

13

2

0．6

9．4

11.4

静 岡

愛 知

重
賀
都
阪
庫
良
山歌

三
滋
京
大
兵
奈
和

根
山
島
口

島
岡
広
山

14

21

６
８
８
７
０
３
５

１
１
１

１

８
７
５
３

21.9

6．5

潟
山
川
井
梨
野
阜

新
富
石
福
山
長
岐

19

２
１
６

15

40

32

42.7

徳 島

愛 媛

佐 賀

熊 本

全国･蒐集

その他

計

１
１

2

1

16

5

351

0．6

0．9

6．0

100.0



ま
た
史
料
の
種
別
も
、
史
料
の
残
存
度
か
ら
み
れ
ば
、
む
し
ろ
当
然
と
も
い
え
よ

う
が
、
商
業
を
兼
営
す
る
地
主
を
含
め
て
、
村
方
史
料
が
四
九
％
、
こ
れ
に
戸
長
・

村
役
場
の
近
代
史
料
を
合
す
る
と
過
半
を
占
め
、
町
方
史
料
や
旗
本
家
の
史
料
は
微
々

た
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
所
領
関
係
を
軸
に
し
て
み
る
と
、
一
三
件
を
数
え
る
大

名
家
文
書
の
う
ち
、
そ
の
城
下
町
・
村
方
史
料
が
存
す
る
の
は
信
州
松
代
興
田
家
の

所
領
内
に
各
一
を
数
え
る
の
み
で
あ
り
、
極
め
て
非
体
系
的
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

従
っ
て
、
六
七
年
以
降
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
史
料
収
集
は
、
既
収
蔵
史

料
の
地
域
的
・
内
容
的
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
縮
小
と
、
既
収
蔵
史
料
の
関
連
史
料
の
収

集
に
よ
っ
て
質
的
充
実
を
図
る
（
後
掲
「
都
道
府
県
別
所
蔵
史
料
一
覧
」
中
に
、
同

一
文
書
名
で
⑥
記
号
の
も
の
が
併
出
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
）
と
共
に
、

史
料
整
理
に
必
須
な
近
世
史
料
学
の
基
礎
的
研
究
に
よ
る
体
系
化
の
た
め
に
重
要
と

思
わ
れ
る
史
料
の
収
集
に
努
め
て
き
た
。

と
は
い
え
、
文
部
省
史
料
館
時
代
か
ら
引
続
き
、
予
備
調
査
費
皆
無
と
い
う
現
状

第4表所蔵史料種別一覧

(1991年3月現在）

第5表県別マイクロ・フィルム収集史料一覧 で
は
限
界
が
つ
き
ま
と
い
、
必
ず
し
も
所
期
の
方
針
が
達
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
が
、
過
去
二
四
年
間
に
は
収
録
し
た
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
史
料
は
、
延
件
数

一
五
六
件
（
但
し
同
一
家
文
書
を
予
算
の
関
係
で
複
数
年
度
に
わ
た
っ
て
継
続
実
施

し
た
分
を
一
件
と
す
る
と
、
実
件
数
一
○
七
件
）
、
総
リ
ー
ル
数
一
九
七
一
リ
ー
ル

で
あ
る
。
こ
れ
を
都
道
府
件
別
・
史
料
の
種
別
に
表
示
し
た
も
の
が
、
第
５
表
・
第

６
表
で
あ
る
（
個
別
の
史
料
内
容
は
後
掲
の
「
都
道
府
県
別
所
蔵
史
料
一
覧
の
う
ち
、

頭
部
に
⑦
記
号
を
付
し
た
も
の
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

注件数は延件数を示し、 （ ）内数字は実件数を示す。
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種 別 件数 ％

大 名

大 名 家 中

旗 本

３
３
３

１
１ 8.2

旗本陣屋 元

大庄屋・割元庄屋肝煎

庄屋 ・ 名主

地 主 （商）

３
８

138

23

49.0

陣
人
家

本
役
・
町
１
・
町

人
所
役
会
宿
町
商

４
３

26

9.4

公 家

寺 社

０
８

１
5.1

鉱 山 師

鋳 物 師

1

2
0.9

医 家 3 0.9

県 庁・支 庁

戸 長・村（町）役場

3

55
16.5

全国・コレクション

そ の 他

７
８
１
１

10.0

計 351 100.0

県別 件数 リール数
リール数
％ 県別 件数 ﾘｰﾙ数

リール数
％

北海道

青森

宮城

秋田

山形

福島

茨城

栃木

群馬

千葉

東京

新潟

富山

福井

山梨

長野

l ( 1)

1( 1)

2（2）

3（3）

1 ( 1)

1 ( 1)

8（4）

1 ( 1)

6（6）

10(9)

5（4）

9（6）

4( 1)

3（3）

4（3）

17(11)

3

125

11

25

６
３

60

5

18

59

28

145

35

32

68

239

0.1

8.6

8．6

31．5

岐阜

静岡

愛知

滋賀

京都

大阪

兵庫

岡山

山口

徳島

香川

愛媛

佐賀

本

計

1 ( 1)

5（3）

2（2）

4（3）

20(12)

11 (8)

5（4）

8（3）

2（2）

3( 1)

3（3）

7（4）

2（2）

7（2）

156

(107)

6

77

18

63

218

171

97

128

27

50

39

124

25

66

1,971

27.9

7．9

10．8

4.6



第6表マイクロ・フイルム収集史料種別一覧
な
お
、
以
上
の
史
料
収
集
に
関
し
て
は
、
史
料
の
所
蔵
者
、
保
存
機
関
、
県
史
・

市
史
編
纂
室
、
教
育
委
員
会
等
々
、
関
係
各
位
の
多
大
な
ご
協
力
．
ご
援
助
を
頂
い

た
。
附
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

一
九
四
七
（
昭
和
二
三
年
に
当
館
が
史
料
収
集
を
開
始
し
て
以
来
今
日
に
至
る

ま
で
、
収
集
史
料
の
整
理
と
目
録
刊
行
は
当
館
の
中
心
的
な
業
務
の
ひ
と
つ
と
し
て

二
史
料
の
整
理
と
目
録
刊
行

注第5表に同じ

一
貫
し
て
変
わ
ら
ぬ
重
要
性
を
保
っ
て
い
る
。
受
け
入
れ
た
史
料
は
、
そ
の
ま
ま
の

形
で
は
公
開
・
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
史
料
の
迅
速
・

正
確
な
出
納
サ
ー
ビ
ス
を
可
能
に
し
、
ま
た
出
納
や
利
用
に
よ
る
汚
損
か
ら
史
料
を

保
護
し
永
く
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
適
切
な
史
料
整
理
を
行
う
こ
と
が
不
可

欠
と
な
る
。
そ
の
際
、
図
書
史
料
と
は
異
な
る
文
書
史
料
の
特
質
を
ふ
ま
え
た
整
理

を
行
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

史
料
整
理
に
は
、
物
理
的
整
理
と
分
析
的
作
業
の
二
側
面
が
あ
る
。
前
者
に
は
、

文
書
の
清
掃
、
補
修
、
袋
や
箱
へ
の
収
納
（
装
備
）
、
収
蔵
庫
へ
の
配
架
な
ど
が
含

ま
れ
、
後
者
は
文
書
群
の
出
所
や
構
成
を
明
ら
か
に
し
て
検
索
手
段
を
作
成
す
る
こ

と
で
あ
り
、
目
録
の
作
成
・
刊
行
が
そ
の
中
心
と
な
る
。

当
館
が
整
理
の
対
象
と
し
て
い
る
文
書
記
録
史
料
は
、
い
ろ
い
ろ
な
機
関
や
組
織

あ
る
い
は
個
人
が
、
何
ら
か
の
特
定
の
目
的
や
機
能
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
活
動

の
過
程
で
必
要
に
応
じ
て
作
成
し
、
授
受
し
、
蓄
積
し
た
一
次
的
な
記
録
情
報
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
、
図
書
が
、
機
関
や
組
織
あ
る
い
は
個
人
の
一

定
の
活
動
の
結
果
と
し
て
不
特
定
多
数
を
対
象
に
出
版
さ
れ
る
、
い
わ
ば
一
次
的
な

記
録
情
報
の
集
積
と
分
析
の
産
物
と
し
て
の
二
次
的
な
記
録
情
報
で
あ
る
の
と
は
決

定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
機
関
や
組
織
あ
る
い
は
個
人
が
特
定
の
目
的
や

機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
行
為
は
無
秩
序
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

中
で
組
織
化
さ
れ
た
行
為
と
し
て
遂
行
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
過
程
で
作
成
、

授
受
、
蓄
積
さ
れ
る
文
書
記
録
に
も
、
一
連
の
流
れ
、
一
定
の
秩
序
が
生
ま
れ
る
こ

と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
文
書
記
録
と
は
、
一
点
一
点
が
バ
ラ
バ
ラ
な
存
在
と
し
て
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種 別 件数 リール数
リール数
％

大 名

大 名 家 中

幕 府 代 官

旗 本

38 （25）

12 (9)

4 ( 1)

4 （4）

702

85

76

9

44.2

旗本陣屋 元

大庄屋･十村･割元庄屋

庄 屋

地 主 （商兼）

3 （3）

17 (7)

27 (18)

l ( 1)

17

194

254

12

24.2

宿役人 ・ 本陣

町会所・町役人

商 （町） 家

5 （4）

19 (14)

16 (11)

73

275

214

28.5

公 家

寺 官

2 （2）

2 ( 1)

24

11
1.8

鉱 業

鋳 物 師

2 （2）

1 ( 1)

2

1

0.1

全 国・蒐 集 3 （2） 22 1.1

計 156 (107) 1,971 99.9



で
は
な
く
相
互
に
関
連
性
を
も
っ
た
集
合
体
（
小
さ
な
文
書
群
）
と
い
う
形
で
発
生

し
、
伝
存
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
こ
の
小
さ
な
文
書
群
は
、
そ
れ
を
生
ん
だ
機
関

や
個
人
ご
と
に
集
ま
っ
て
、
機
関
や
個
人
の
よ
り
大
き
な
文
書
群
を
構
成
し
て
い
く

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
群
は
決
し
て
一
点
ご
と
に
独
立
し
た

文
書
記
録
の
無
秩
序
な
集
合
体
で
は
な
く
、
そ
れ
を
生
ん
だ
機
関
や
個
人
の
組
織
と

機
能
を
反
映
し
た
体
系
的
秩
序
を
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
文
書
群
の

階
層
構
造
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
階
層
構
造
を
も
っ
た
群
と

し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
文
書
記
録
が
図
書
と
異
な
る
根
本
的
な
点
で

あ
り
、
こ
の
差
異
は
先
述
し
た
文
書
記
録
と
図
書
と
の
成
立
事
情
の
相
違
か
ら
発
生

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
文
書
記
録
史
料
の
整
理
の
最
終
目
標
は
、
「
文
書
群
の
階
層
構
造
」
を

発
見
し
、
再
構
成
し
、
呈
示
す
る
こ
と
に
帰
着
す
る
の
だ
が
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

は
、
①
出
所
原
則
、
②
原
秩
序
尊
重
の
原
則
、
③
原
形
保
存
の
原
則
、
と
い
う
基
本

原
則
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
①
出
所
原
則
と
は
、
史
料
を
、
そ
れ
を
作
成
な

い
し
授
受
、
保
管
し
て
き
た
機
関
・
団
体
・
家
・
個
人
ご
と
の
文
書
群
と
し
て
と
ら

え
、
同
一
の
出
所
を
も
つ
文
書
群
は
整
理
に
あ
た
っ
て
他
の
出
所
を
も
つ
文
書
群
と

混
同
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
原
則
で
あ
り
、
従
来
「
家
わ
け
（
家
別
）
整
理

の
原
則
」
と
い
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
書
群
に
名
称
を
付
与

す
る
際
に
は
同
一
出
所
の
文
書
群
を
単
位
に
付
与
す
べ
き
で
あ
り
、
当
館
で
は
お
お

む
ね
「
旧
地
名
十
家
名
」
で
も
っ
て
文
書
群
の
名
称
と
し
て
い
る
。
②
原
秩
序
尊
重

の
原
則
と
は
、
出
所
を
同
じ
く
す
る
文
書
群
の
中
で
個
々
の
文
書
が
も
と
も
と
与
え

ら
れ
て
い
る
秩
序
（
配
列
）
が
、
そ
れ
を
生
ん
だ
機
関
・
団
体
・
家
・
個
人
の
活
動

の
体
系
を
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
原
秩
序
（
原
配
列
）
を
尊

重
し
て
残
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
原
則
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
と
も
す

れ
ば
行
わ
れ
が
ち
な
こ
と
だ
が
、
整
理
に
あ
た
っ
て
、
文
書
を
い
き
な
り
形
態
、
年

代
、
ま
た
は
一
般
的
な
分
類
項
目
な
ど
に
よ
っ
て
仕
分
け
し
て
し
ま
う
こ
と
は
厳
に

慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
原
形
保
存
の
原
則
と
は
、
史
料
の
折
り
方
、
封
じ
方
、

綴
じ
方
や
包
装
、
丁
間
・
丁
内
挿
入
文
書
、
下
ケ
札
、
貼
紙
な
ど
と
い
っ
た
個
々
の

文
書
の
原
形
を
改
変
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
館
で
は
、
以
上
の
原
則
に
基
づ
い
て
整
理
作
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
の
物
理
的
整
理
に
つ
い
て
は
、
文
書
記
号
と
整
理
番
号
を
記
し
た
ラ
ベ
ル
の
貼
付
、

剥
離
部
分
の
糊
継
ぎ
な
ど
の
補
修
、
封
筒
（
当
館
で
は
８
種
類
の
封
筒
を
用
意
し
て

い
る
）
・
峡
・
箱
等
を
用
い
た
装
備
、
書
庫
へ
の
配
架
な
ど
が
そ
の
中
心
で
あ
る
。

ラ
ベ
ル
貼
付
は
史
料
の
保
存
に
と
っ
て
は
決
し
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
史

料
の
出
納
と
管
理
の
た
め
に
や
む
を
得
な
い
措
置
と
し
て
今
の
と
こ
ろ
行
っ
て
い
る
。

た
だ
し
そ
の
際
に
、
糊
は
セ
ロ
ゲ
ン
と
い
う
化
学
糊
を
用
い
る
（
こ
の
糊
は
接
着
後

も
史
料
の
裏
か
ら
水
を
打
て
ば
は
が
れ
る
と
い
う
特
質
を
も
つ
）
な
ど
、
文
書
の
原

形
を
破
壊
し
な
い
よ
う
種
々
の
配
慮
を
し
て
い
る
。
封
筒
は
、
当
館
で
は
も
と
酸
性

紙
を
使
っ
て
い
た
が
、
酸
性
紙
は
劣
化
が
早
く
、
そ
の
劣
化
し
た
酸
性
紙
に
直
接
触

れ
て
い
る
史
料
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
現
在
順
次
中
性
紙
の
封
筒
へ
の
入
れ

替
え
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

次
に
、
史
料
整
理
の
う
ち
の
分
析
的
作
業
で
あ
る
が
、
先
ず
史
料
整
理
計
画
を
た

て
、
文
書
群
の
概
要
を
把
握
し
た
の
ち
、
目
録
作
成
に
と
り
か
か
る
。
当
館
で
は
、
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文
書
群
の
体
系
的
秩
序
を
把
握
す
る
に
は
、
一
つ
の
文
書
群
を
一
人
が
担
当
す
る
の

が
最
適
で
あ
る
と
の
考
え
で
、
よ
ほ
ど
大
き
な
文
書
群
で
な
い
限
り
、
一
人
で
一
文

書
群
全
体
の
整
理
を
担
当
す
る
。
ま
ず
、
カ
ー
ド
に
、
表
題
、
作
成
者
な
い
し
差
出

人
、
宛
名
（
宛
所
）
、
作
成
年
月
日
、
形
態
、
数
量
、
整
理
番
号
な
ど
を
記
入
す
る
。

つ
ぎ
に
、
文
書
群
の
原
秩
序
と
個
々
の
史
料
の
内
容
分
析
と
に
よ
り
、
「
文
書
群
の

体
系
的
秩
序
」
を
再
構
成
す
る
。
そ
し
て
、
文
書
群
の
体
系
的
秩
序
Ⅱ
階
層
構
造
の

再
構
成
の
作
業
の
集
大
成
と
し
て
、
冊
子
体
基
本
目
録
の
作
成
が
あ
る
。
冊
子
体
基

本
目
録
の
主
要
な
構
成
要
素
と
し
て
は
、
凡
例
、
解
題
、
目
録
本
文
が
あ
げ
ら
れ
る
。

解
題
に
は
、
①
文
書
群
の
成
立
事
情
、
保
存
経
過
、
受
け
入
れ
の
経
緯
、
全
体
量
と

性
格
、
関
連
史
料
の
所
在
、
②
整
理
の
方
針
、
整
理
計
画
と
実
施
経
過
、
関
連
目
録

類
の
所
在
、
③
文
書
群
の
項
目
編
成
と
そ
の
根
拠
と
な
る
史
料
、
④
各
項
目
の
文
書

群
の
概
要
と
特
色
、
な
ど
を
記
述
し
、
系
図
、
地
図
な
ど
を
付
し
て
い
る
。
目
録
本

文
で
は
、
文
書
群
の
階
層
構
造
に
し
た
が
っ
て
大
中
小
の
項
目
を
決
定
し
、
個
々
の

文
書
を
各
項
目
に
配
列
す
る
。
個
々
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
ド
に
基
づ
い
て
そ

の
個
別
的
情
報
を
記
載
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
索
引
を
つ
け
て
い
る
。

当
館
で
は
、
創
設
か
ら
一
年
も
た
た
な
い
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
三
月
に

「
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
」
第
一
集
を
刊
行
し
て
以
来
毎
年
刊
行
を
続
け
、
一
九
七

○
（
昭
和
四
五
）
年
度
か
ら
は
年
二
冊
刊
行
を
原
則
と
し
て
、
一
九
九
一
（
平
成
三
）

年
現
在
第
五
四
集
ま
で
刊
行
し
て
い
る
（
く
わ
し
く
は
、
巻
末
参
考
一
覧
表
の
「
刊

行
物
一
覧
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
そ
の
間
に
は
、
個
別
史
料
の
表
記
法
や
目
録
編

成
法
な
ど
に
つ
い
て
、
館
員
の
議
論
に
基
づ
い
て
改
良
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
従
来
の
主
題
分
類
法
に
基
づ
く
項
目
編
成
か
ら
、
各
文
書
群
に
固
有
の
内
部

構
造
を
再
構
成
す
る
か
た
ち
で
の
項
目
編
成
へ
の
転
換
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
項
で
述

べ
て
き
た
史
料
整
理
法
は
、
当
館
創
設
当
初
か
ら
自
明
の
も
の
と
し
て
与
え
ら
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
館
員
の
研
讃
と
討
議
の
な
か
か
ら
次
第
に
作
り
上
げ
ら
れ
て

き
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

当
館
に
お
け
る
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
基
本
目
録
を
効
率
的
、
多
角
的
に
活
用

す
る
た
め
の
多
様
な
検
索
シ
ス
テ
ム
の
作
成
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
簡
略
目
録
・

年
代
順
目
録
の
作
成
や
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る
検
索
シ
ス
テ
ム
の
実
現
な
ど
で
あ
り
、

そ
の
過
程
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ｉ
タ
の
活
用
が
当
然
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ま
ず
地
方
史
誌
刊
行
物
と
は
県
郡
市
区
町
村
史
や
史
（
資
）
料
集
を
は
じ
め
地
方

史
関
係
の
逐
次
刊
行
物
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
を
収
集
す
る
目
的
は
、
収
蔵
史

料
を
整
理
す
る
際
、
あ
る
い
は
史
料
の
所
在
調
査
を
実
施
す
る
際
の
貴
重
な
参
考
文

こ
れ
ま
で
に
史
料
館
の
機
能
と
役
割
の
拡
充
に
つ
い
て
、
「
史
料
館
報
」
等
を
通

じ
て
公
表
し
、
そ
の
実
現
と
改
善
に
努
め
て
き
た
。
そ
れ
は
①
情
報
・
閲
覧
サ
ー
ビ

ス
機
能
の
拡
充
、
②
研
究
機
能
の
拡
充
、
③
研
修
・
教
育
機
能
の
拡
充
で
あ
る
。
そ

こ
で
①
に
関
し
て
、
具
体
的
に
は
地
方
史
誌
刊
行
物
や
史
料
所
在
情
報
の
収
集
と
公

開
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
現
状
、
さ
ら
に
は
将
来
構
想
を
含
め
て
述
べ
て

み
た
い
。 三

地
方
史
誌
類
と
史
料
所
在
情
報
の
収
集
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献
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
後
述
す
る
全
国
に
及
ぶ
史
料
所
在
情
報
の
集
約
作
業
に

と
っ
て
も
基
礎
的
な
文
献
と
な
る
し
、
最
終
的
に
地
方
史
研
究
文
献
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
す
る
意
図
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
史
料
館
創

設
以
来
か
ら
そ
の
収
集
と
充
実
に
努
め
、
国
文
学
研
究
資
料
館
へ
の
改
組
以
来
、
予

算
的
に
「
地
方
史
誌
聯
入
費
」
と
し
て
当
初
配
分
さ
れ
、
ま
た
追
加
配
分
を
受
け
た

り
、
さ
ら
に
は
教
官
研
究
費
か
ら
供
出
し
た
分
を
購
入
費
に
充
当
す
る
な
ど
し
て
内

部
的
に
も
か
な
り
の
努
力
を
行
っ
て
き
た
。
前
者
の
県
郡
市
区
町
村
史
類
の
分
類
は
、

Ｎ
Ｄ
Ｃ
（
日
本
十
進
分
類
法
）
で
の
日
本
史
の
〔
日
本
各
地
〕
の
コ
ー
ド
に
準
拠
し

て
、
各
都
道
府
県
内
の
内
訳
は
、
Ａ
Ⅱ
史
（
資
）
料
及
び
図
書
目
録
類
、
Ｂ
Ⅱ
県
史
、

Ｃ
Ⅱ
郡
史
、
Ｄ
Ⅱ
市
区
史
、
Ｅ
Ⅱ
町
村
史
、
Ｆ
Ⅱ
叢
書
、
Ｇ
Ⅱ
史
垂
堂
料
集
、
Ｈ
Ⅱ

和
本
、
Ｊ
Ⅱ
雑
史
（
県
政
史
・
議
会
史
・
町
村
合
併
史
等
）
、
Ｋ
Ⅱ
個
別
研
究
、
Ｌ
Ⅱ

文
化
財
調
査
報
告
書
、
Ｍ
Ⅱ
地
図
、
Ｎ
Ⅱ
教
育
史
で
あ
る
。
ち
な
み
に
一
九
九
一
年

三
月
末
現
在
の
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
数
と
冊
数
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
Ⅱ
約
三
、
九
○
○
タ
イ
ト
ル
・
約
九
、
七
○
○
冊

Ｂ
Ⅱ
一
八
六
タ
イ
ト
ル
一
、
二
二
九
冊

Ｃ
Ⅱ
四
五
一
タ
イ
ト
ル
六
五
○
冊

Ｄ
Ⅱ
九
九
九
タ
イ
ト
ル
二
、
九
六
九
冊

Ｅ
Ⅱ
二
、
四
五
七
タ
イ
ト
ル
三
、
二
七
一
冊

Ｆ
Ⅱ
一
二
○
タ
イ
ト
ル
九
七
七
冊

Ｇ
Ⅱ
一
、
二
○
六
タ
イ
ト
ル
四
、
一
七
○
冊

Ｈ
Ⅱ
五
一
二
タ
イ
ト
ル
一
、
八
一
九
冊

Ｊ
Ⅱ
三
五
四
タ
イ
ト
ル
五
九
九
冊

Ｋ
Ⅱ
四
五
六
タ
イ
ト
ル
八
○
三
冊

Ｌ
Ⅱ
一
、
○
三
三
タ
イ
ト
ル
二
、
二
四
九
冊

Ｍ
Ⅱ
四
九
タ
イ
ト
ル
九
○
冊

Ｎ
Ⅱ
七
二
タ
イ
ト
ル
一
四
三
冊

こ
れ
ら
の
内
、
Ａ
の
目
録
類
を
除
外
し
た
総
数
は
、
七
、
八
九
五
タ
イ
ト
ル
・
一

八
、
九
六
九
冊
に
な
り
、
蔵
書
総
数
五
七
、
九
○
四
冊
の
三
割
強
を
占
め
る
こ
と
に

な
る
。
か
ね
て
か
ら
全
面
公
開
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
き
た
が
、
一
九
八
三

（
昭
和
五
八
）
年
四
月
よ
り
県
・
郡
史
（
Ⅱ
Ｂ
・
Ｃ
）
類
に
つ
い
て
閲
覧
公
開
を
開

始
し
た
。

一
方
、
後
者
の
地
方
史
関
係
逐
次
刊
行
物
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
九
年
度

に
全
国
的
な
調
査
・
収
集
を
行
っ
た
。
そ
の
対
象
は
、
全
国
各
地
の
大
学
・
研
究
所
・

民
間
団
体
な
ど
が
刊
行
し
て
い
る
雑
誌
・
紀
要
な
ど
で
、
個
々
の
内
容
は
一
様
で
は

な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
各
地
方
に
お
け
る
調
査
・
研
究
の
最
新
情
報
を
的
確
に
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
調
査
・
収
集
の
方
針
は
①
都
道
府
県
の
全
域
を
包
括
す

る
雑
誌
、
②
そ
れ
ま
で
の
寄
贈
分
に
つ
い
て
受
贈
開
始
以
前
・
以
後
の
欠
号
を
で
き

る
だ
け
補
完
す
る
こ
と
と
し
、
一
二
九
誌
に
対
し
て
行
っ
た
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
在

庫
確
認
や
、
在
庫
分
に
つ
い
て
寄
贈
・
頒
布
の
た
め
の
発
送
事
務
な
ど
面
倒
な
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
頂
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
頒
布
用
の
残
部
が
品
切
れ
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
保
存
分
を
取
り
崩
し
て
特
別
な
ご
配
慮
を
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
そ
れ
以
降
は
受
贈
・
購
入
な
ど
で
継
続
し
て
受
け
入
れ
て

い
る
。
現
在
は
、
未
だ
閲
覧
に
供
し
て
は
い
な
い
が
、
広
範
な
意
味
で
の
歴
史
学
に

関
す
る
論
文
や
、
史
（
資
）
料
の
整
理
・
保
存
・
管
理
・
利
用
に
関
す
る
論
文
（
Ⅱ
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文
書
館
・
図
書
館
・
博
物
館
な
ど
）
収
載
雑
誌
、
さ
ら
に
は
館
報
類
を
含
め
て
、
で

き
る
だ
け
早
く
閲
覧
公
開
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。
恐
ら
く
約
七
○
○
タ

イ
ト
ル
と
予
想
さ
れ
る
。

次
に
史
料
所
在
情
報
の
収
集
・
整
備
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
収
集
・
整
備
の

目
的
は
、
わ
が
国
の
膨
大
な
量
の
近
世
・
近
代
史
料
に
つ
い
て
、
史
料
群
ご
と
そ
の

所
在
は
も
と
よ
り
内
容
に
及
ぶ
情
報
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
史
料
の
よ
り
有
効
な
利

用
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
史
料
の
所
在
確
認
調

査
が
不
可
欠
で
あ
る
。
史
料
館
で
の
そ
の
前
史
を
な
す
も
の
に
、
戦
後
間
も
な
く
一

九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
か
ら
五
年
間
に
わ
た
り
、
近
世
庶
民
史
料
調
査
委
員
会
に

よ
る
全
国
的
な
調
査
が
あ
る
。
そ
の
結
果
は
「
近
世
庶
民
史
料
所
在
目
録
」
（
日
本

学
術
振
興
会
・
一
九
五
二
～
五
五
年
・
全
三
巻
）
と
し
て
公
刊
さ
れ
、
合
計
四
、
四

二
九
件
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
史
料
一
点
ご
と
の
調
査
目
録
原
簿
の
一
部
を
保
存
し
、

現
在
で
も
閲
覧
に
供
し
て
い
る
）
。
そ
の
後
も
同
委
員
会
の
事
業
を
継
承
し
て
、
一

九
五
三
（
昭
和
二
六
）
～
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
度
の
一
四
年
間
に
わ
た
り
地
方
調

査
員
を
各
都
道
府
県
ご
と
に
委
嘱
し
、
史
料
所
在
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
成
果
は

「
近
世
史
料
所
在
調
査
概
要
」
（
一
九
七
○
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
四
二
件
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
目
録
原
簿
も
閲
覧
に
供
し
て
い
る
が
、
そ
の
調

査
対
象
地
の
設
定
に
関
し
て
は
、
当
時
の
諸
般
の
事
情
に
よ
り
不
合
理
な
面
も
あ
っ

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
く
、
多
少
の
欠
陥
は
あ
る
に
し
て
も
、
史
料
の
散
逸
危
険
度

が
高
か
っ
た
戦
後
間
も
な
い
時
期
よ
り
こ
れ
だ
け
組
織
的
な
調
査
を
実
施
し
た
こ
と

は
評
価
さ
れ
て
い
い
だ
ろ
う
。

地
方
史
誌
編
纂
事
業
が
と
り
わ
け
盛
ん
に
な
っ
た
頃
、
一
九
七
○
（
昭
和
四
五
）

年
に
既
調
査
に
属
す
る
史
（
資
）
料
目
録
類
の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
方
法
は
ア
ン

ケ
ー
ト
方
式
で
あ
る
が
、
史
料
館
が
当
時
既
に
収
集
済
み
の
目
録
の
情
報
を
明
示
し
、

そ
れ
以
外
を
回
答
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
三
三
三
タ
イ
ト
ル
に
及
び
、
複
写
や
特

別
貸
出
な
ど
で
か
な
り
の
量
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
上
の
よ
う
な
既
調
査
情
報
の
収
集
の
み
に
依
存
す
る
方
法
に
疑
問
や
反
省
が
あ

り
、
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
度
以
降
、
未
調
査
史
料
の
所
在
調
査
を
実
施
し
、

現
在
も
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
現
地
の
諸
機
関
や
研
究
者
と
協
力
し
て
調
査
・

保
存
方
法
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
現
地
に
お
け
る
史
料
調
査
・
研
究
、
保
存
・
利

用
体
制
の
確
立
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
予
算
的
制
約
で
年
二
箇
所

程
度
し
か
実
施
で
き
な
い
が
、
調
査
目
録
は
全
て
閲
覧
に
供
し
て
い
る
し
、
各
年
度

の
調
査
概
要
は
「
史
料
館
報
」
に
所
在
調
査
報
告
と
し
て
掲
出
し
て
い
る
。
参
考
ま

で
に
こ
れ
ま
で
の
実
施
状
況
を
年
度
ご
と
に
ま
と
め
「
史
料
所
在
調
査
一
覧
」
と
し

て
表
に
し
た
（
表
中
、
館
報
の
項
目
の
数
字
は
調
査
概
要
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
号
数
）
。

そ
の
合
計
は
七
○
件
（
数
年
次
に
わ
た
る
調
査
は
一
件
と
し
た
）
、
約
五
二
、
○
○

○
点
で
、
地
区
別
件
数
の
内
訳
は
、
東
北
地
区
一
○
件
、
関
東
地
区
一
六
件
、
北
陸

地
区
一
件
、
中
部
地
区
二
四
件
、
近
畿
地
区
一
七
件
、
中
国
地
区
二
件
で
あ
る
。
今

後
は
予
算
措
置
と
調
査
対
象
地
の
拡
充
を
図
り
、
各
地
域
の
関
係
諸
機
関
・
関
係
者

と
協
力
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

次
に
全
国
的
な
史
料
所
在
情
報
の
集
約
作
業
に
つ
い
て
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て

述
べ
て
み
よ
う
。
前
述
し
た
一
九
七
○
（
昭
和
四
五
）
年
に
実
施
し
た
既
調
査
に
属
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す
る
史
（
資
）
料
目
録
類
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
か
な
り
の
量
を
収
集
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
後
も
目
録
類
の
作
成
状
況
を
で
き
る
だ
け
把
握
し
、
収
集
に
努
め
て

き
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
一
九
八
○
（
昭
和
五
五
）
年
に
「
史
料
館
所
蔵
目
録
一
覧

〔
近
世
史
料
・
郷
土
資
料
の
部
〕
」
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）

年
一
○
月
現
在
で
所
蔵
す
る
目
録
類
の
内
、
近
世
史
料
・
郷
土
資
料
・
行
政
資
料
に

関
す
る
約
一
、
○
五
○
タ
イ
ト
ル
、
二
、
一
○
○
冊
の
目
録
を
収
録
し
た
も
の
で
あ

る
（
こ
れ
ら
の
目
録
類
は
一
九
八
二
年
一
○
月
よ
り
閲
覧
公
開
）
。
そ
の
後
八
○
年

か
ら
は
、
各
都
道
府
県
内
の
史
料
保
存
利
用
機
関
、
中
央
図
書
館
、
大
学
等
へ
の
目

録
類
調
査
・
収
集
を
年
四
、
五
県
で
あ
る
が
継
続
し
て
い
る
。
さ
ら
に
平
行
し
て
史

料
群
一
件
ご
と
に
つ
い
て
、
所
在
地
・
所
蔵
者
（
機
関
）
・
職
業
・
旧
地
名
・
旧
支

配
・
旧
階
層
職
業
・
年
代
・
数
量
・
内
容
・
所
蔵
関
係
・
保
存
状
況
・
利
用
状
況
・

出
典
、
請
求
記
号
・
調
査
年
月
日
・
調
査
者
住
所
氏
名
な
ど
の
項
目
を
も
つ
デ
ー
タ

カ
ー
ド
を
作
成
し
、
現
在
約
三
八
、
○
○
○
枚
を
蓄
積
す
る
に
至
っ
た
。
デ
ー
タ
量

は
今
後
益
々
増
加
す
る
こ
と
と
、
史
料
所
在
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
早
期
実
現
と
機
能
の

拡
充
に
向
け
て
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
総
合
（
Ａ
）
に
よ
る
調
査
・
研
究
を
実

施
し
た
。
そ
れ
は
一
九
八
五
（
昭
和
六
○
）
～
八
七
（
昭
和
六
三
年
度
三
ヵ
年
継

続
で
研
究
課
題
「
近
世
・
近
代
史
料
所
在
情
報
の
収
集
及
び
そ
の
体
系
化
に
関
す
る

基
礎
的
研
究
」
と
一
九
八
八
・
八
九
年
度
二
ヵ
年
継
続
で
研
究
課
題
「
史
料
所
在
情

報
の
蓄
積
検
索
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
」
で
あ
る
。
前
者
は
史
（
資
）
料
目
録
類

の
作
成
状
況
を
主
と
し
た
史
料
の
所
在
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
の
調
査
・
収
集
を

行
い
、
デ
ー
タ
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
研
究
者
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
基
礎
的
研
究

が
目
的
で
あ
る
。
ち
な
み
に
三
カ
年
の
研
究
期
間
中
に
調
査
し
た
機
関
は
四
五
六
機

関
に
及
び
、
そ
の
成
果
と
し
て
収
集
で
き
た
目
録
類
は
一
、
三
六
八
タ
イ
ト
ル
、
二
、

○
一
○
冊
で
あ
る
。
後
者
は
前
者
を
引
き
継
ぐ
所
在
情
報
の
補
完
調
査
・
収
集
と
史

料
所
在
情
報
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
パ
ソ
コ
ン
利
用
）
の
作
成
を
目
的
に
、
具

体
的
に
は
所
在
情
報
の
基
礎
で
あ
る
史
（
資
）
料
目
録
類
の
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ⅱ

の
シ
○
あ
あ
冨
曼
呉
凹
邑
醒
月
巨
ぐ
巴
。
ｇ
巴
○
西
宮
の
冒
さ
『
ョ
”
ご
○
。
ご
異
の
日
）
と
、

デ
ー
タ
ヵ
ー
ド
を
基
に
史
料
所
在
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ⅱ
臼
ｚ
ｐ
ｍ
湯
口
命
三
ご
ｏ
百
口

ｚ
９
５
．
巴
ロ
四
国
画
閉
の
具
崖
月
宣
く
巴
画
且
口
。
ｇ
ョ
ｇ
ｇ
ご
扇
８
胃
８
巳
を

作
成
し
た
。
の
シ
○
扇
の
入
力
済
み
件
数
は
二
、
四
五
五
タ
イ
ト
ル
、
五
、
○
六
二

冊
で
、
様
々
な
項
目
（
書
名
・
請
求
記
号
・
関
係
地
等
）
で
索
引
を
作
成
し
て
お
り
、

瞬
時
の
検
索
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
最
新
デ
ー
タ
を
追
加
入
力
中
で
、
一

九
九
二
（
平
成
三
）
年
三
月
に
、
史
料
館
創
立
四
○
周
年
を
記
念
し
て
、
前
述
の

「
史
料
館
所
蔵
目
録
一
覧
」
を
増
補
し
た
『
近
世
・
近
代
史
料
目
録
総
覧
」
を
三
省

堂
よ
り
刊
行
予
定
で
、
現
在
編
集
作
業
を
進
め
て
い
る
が
、
予
想
で
は
約
四
、
五
○

○
タ
イ
ト
ル
、
九
、
○
○
○
冊
を
収
録
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
中
に
は
地
方
史

誌
類
や
逐
次
刊
行
物
に
単
独
あ
る
い
は
一
部
と
し
て
史
（
資
）
料
の
目
録
が
収
録
さ

れ
て
い
る
も
の
も
含
め
る
予
定
で
あ
る
。
一
方
、
臼
ｚ
口
国
シ
ロ
は
デ
ー
タ
ー
カ
ー

ド
二
八
、
○
五
二
枚
の
入
力
を
終
え
た
が
、
新
た
に
デ
ー
タ
処
理
上
必
要
不
可
欠
な

項
目
含
ロ
恥
、
出
所
、
出
所
の
現
地
名
等
）
を
追
加
入
力
し
た
。

さ
ら
に
一
九
九
○
（
平
成
二
）
年
度
よ
り
四
ヵ
年
継
続
で
文
部
省
科
学
研
究
費
補

助
金
一
般
研
究
（
Ａ
）
の
交
付
を
受
け
て
研
究
課
題
「
史
料
所
在
情
報
の
集
約
と
そ

の
解
析
的
研
究
」
を
開
始
し
た
。
本
研
究
の
主
目
的
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
機
能
拡

充
と
大
量
デ
ー
タ
の
追
加
入
力
で
あ
る
。
特
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
内
容
や
利
用
シ
ス
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テ
ム
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
史
料
保
存
利
用
機
関
及
び
研
究
者
の
要
望

や
意
見
を
聴
取
し
、
そ
れ
を
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
予
定
で
あ

る
。
今
後
も
全
国
の
関
係
諸
機
関
と
よ
り
綴
密
な
情
報
交
換
を
行
う
た
め
に
は
、
現

在
で
は
最
も
汎
用
性
の
高
い
三
ｍ
１
口
○
ｍ
の
完
全
な
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
を
作
成

し
、
そ
れ
を
フ
ロ
ッ
ピ
ー
で
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

体
制
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

以
上
、
地
方
史
誌
類
と
史
料
所
在
情
報
の
収
集
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
今
後
早
急

に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
い
。
第
一
に
地
方
史
誌
類
（
現
在
は
県
・

郡
史
に
限
定
）
と
史
料
目
録
類
の
全
面
公
開
で
あ
る
。
第
二
に
公
開
と
同
時
に
複
写

サ
ー
ビ
ス
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
の
部
内
の
具
体
的
な

ま
た
、
の
シ
○
あ
と
望
ｚ
ｐ
ｍ
湯
口
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
も
現
在
継
続
の

研
究
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
情
報
提
供
の
方
法
を
確
立
し
、
早
期
実
現
を
め
ざ
し
た

い
◎
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史料所在調査一覧 (敬称略）

の
、

年度 年月 日 文 書 名 収蔵者（機関） 目・地域 点(件)数 館報 備 考

1974 1974． 10． 11～14 三河国設楽郡出沢村滝川家文瞥 滝川一美（豊橋市在住） ・愛知県新城市出沢 1,200 22 庄屋・大名主・旗本陣屋

1975. 2. 18～21 丹後国与謝郡算所村西原家文番 西原利夫・京都府与謝郡加悦町 1,060 22 機元

1975. 2. 18～21 算所区有文書 算所区・京都府与謝郡加悦町 4 22

1975． 2. 18～21 算所機業組合文書 算所機業組合・京都府与謝郡加悦町 9 22

1975. 2. 18～21 丹後国与謝郡亀島村増井家文瞥 増井新助・京都府与謝郡伊根町 630 22 漁業取締・庄屋

1975. 2. 18～21 周枳機業組合文書 大宮売神社・京都府中郡大宮町 8 22

1975. 2. 18～21 丹後国中郡周枳村中川家文普 中川辰蔵・京都府中郡大宮町 7 22

1975． 2． 18～21 白杉酒造文書 白杉酒造・京都府中郡大宮町 12 22

1975． 2． 18～21 丹後織物工業組合文書 丹後織物工業組合・京都府中郡峰山町 138 22

1975. 2. 18～21 浅茂川機業組合文書 浅茂川機業組合・京都府竹野郡網野町 260 22

1975 1975． 8． 5～11 信濃国松代真田家文書 松代藩文化施設・長野県長野市 3,130 23

1975． 8． 16～18 出羽国平鹿郡角間川村本郷家文香 本郷太郎・秋田県大曲市角間川 842 23 地主

1976 1976. 8. 27～29 出羽国村山郡大石田村高桑家文瞥 高桑幸助・山形県北村山郡大石田町 810 26 問屋・一部横山家蔵

1976. 8. 27～29 出羽国村山郡五十沢村石塚家文書 石塚清・山形県尾花沢市大字五十沢 283 26 名主

1976. 8. 27～29 大石田町役場文瞥 大石田町役場・山形県北村山郡大石田町大石田 178 26 大石田惣町関係文書

1977. 2. 3～5 安房国平郡荒川村高梨家文書 高梨昭・千葉県安房郡富山町荒川 1,112 26 名主・牧士

1977 1977. 8. 22～24 常陸国那珂郡小野村四倉家文番 四倉士郎・茨城県那珂郡大宮町小野 339 28 河岸問屋

1977. 8. 22～24 常陸国那珂郡小野村宇留野家文普 宇留野信弘・茨城県那珂郡大宮町小野 24 28

1977. 8. 22～24 常陸国那珂郡菅又村長山家文11ド 長山春代・茨城県那珂郡大宮町若林中坪東 134 28 庄屋・組頭

1977. 8. 22～24 常陸国那珂郡野中村内藤家文番 内藤とく子・茨城県那珂郡大宮町野中 11 28

1977. 8. 22～24 常陸国那珂郡小場村所家文讐 所一郎・茨城県那珂郡大宮町小場 11 28



の
、

1977. 8. 22～24 大宮町役場文書 大宮町役場・茨城県那珂郡大宮町388-2 344 28

1978． 1 . 13～15 新居町役場文書 新居町役場・静岡県浜名郡新居町浜名501-1 1,266 28 戸長役場・高須家

1978 1978. 10. 28～31 甲斐国巨摩郡鰍沢村原田家文書 原田公房・山梨県南巨摩郡鰍沢町 609 30 名主・長百姓

1978． 10. 28～31 甲斐国八代郡米倉村武川家文書 武川仁・山梨県東八代郡八代町米倉 859 30 名主

1978． 10. 11～14 播磨国姫路酒井家文11ド 姫路市立図書館・兵庫県姫路市西延末440-1 6,021 31 大名

1979 1979． 8． 21～24 下野国河内郡町谷村渡辺家文書 渡辺英郎・栃木県今市市町谷 1,426 32 名主

1979. 10. 16～18 美濃国方県郡古市場村国島家文書 国島龍一・岐阜県岐阜市古市場 2,040 32 庄屋・戸長

1979. 10. 16～18 美濃国石津郡帆引新田村内田家文書 内田俊郎（海津町）旧蔵・岐阜県歴史資料館蔵 1,300 32 庄屋・開発主

1980 1980． 9． 3～5 門前区有文書 門前児童館・群馬県利根郡川場村門前 438 34 門前組庄屋引継文書

1980． 9. 3～5 上野国利根郡川場村吉祥寺文書 吉祥寺（高木宗監） ・群馬県利根郡川場村門前 424 34 臨済宗寺院

1980. 9． 3～5 上野国利根郡川場村横坂家文書 横坂寿三郎・群馬県利根郡川場村門前 30 34

1980. 9. 3～5 上野国利根川郡川場村宇敷家文書 宇敷督一・群馬県利根郡川場村門前 59 34

1980． 9． 3～5 川場村教育委員会保管文書 川場村教育委員会・群馬県利根郡川場村谷地2390 45 34

1980. 11. 4～7 上総国山辺郡道庭村石橋家文書 石橋一弥・千葉県東金市道庭 1,023 34 名主・副戸長・区長

1980. 11. 4～7 上総国山辺郡下布田村並木家文書 並木淳・千葉県山武郡山武町下布田 720 34 名主

1981 1981. 8. 18～21 陸奥国閉伊郡穴沢村工藤家文書 工藤終子・岩手県下閉伊郡岩泉町穴沢 1,700 36 在郷商人

1981． 9． 7～9 陸奥国白川郡田代村鈴木家文書 鈴木国蔵・福島県東白川郡塙町大字田代字橋場 518 36 庄屋

1981． 9． 7～9 陸奥国白川郡常世北野村近藤家文書 近藤良平・福島県東白川郡塙町大字常世北野 349 36 庄屋

1981. 9. 7～9 陸奥国白川郡湯岐村大森家文書 大森弘一・福島県東白川郡塙町大字湯岐 230 36 湯守

1982 1982． 9． 3～5 安芸国山県郡都志見村香川家文書 香川慶二・広島県山県郡豊平町都志見 1,422 38 年寄格・庄屋

1982. 12. 11～13 三河国八名郡乗本村菅沼家文書 豊橋市美術博物館・豊橋市今橋町3 463 38 名主・回漕業・在郷商人

1982. 12． 11～13 三河国吉田藩家中・町方文書 愛知大学総合郷土研究所・愛知県豊橋市町畑町 128 38

1982. 12. 11～13 三河国渥美郡大岩町山本家文書 (同上） ． （同上） 99 38

1982. 12. 11～13 三河国渥美郡田原本町広中家文書 (同上） ． （同上） 51 38



卜
め

1982. 12. 11～13 三河国渥美郡高塚村小野田家文瞥 (同上） 。 （同上） 15 38

1982. 12. 11～13 三河国八名郡乗本村菅沼家文普 (同上） . （同上） 172 38

1982． 12. 11～13 三河国設楽郡海老村土屋家文書 (|司上） ． （同上） 43 38

1982. 12. 11～13 三河国宝飯郡埴之上村文書 (同上） ． （同上） 239 38

1982． 12. 11～13 三河国渥美郡諸村文書 (同上） ． （同上） 53 38

1982． 12. 11～13 三河国八名郡諸村文書 (同上） ． （同上） 8 38

1982． 12. 11～13 三河国設楽郡諸村文書 (同上） ． （同上） 21 38

1982. 12. 11～13 三河国宝飯郡諸村文書 (同上） ． （同上） 63 38

1983 1983. 8. 5～7 和泉国日根郡熊取谷五門村中家文書 道明かよ・大阪府泉南郡熊取町大字大久保 1,200 40 大庄屋

1983． 9. 12～14 山城国京都冷泉町文書 松井隆治・京都市中央区室町通二条上ル冷泉町 1,860 41

1984 1984． 7. 16～18 近江国高島郡在原区有文書 在原区・滋賀県高島郡マキノ町在原 766 42 在原村庄屋引継文書

1984． 7． 16～18 近江国高島郡辻区有文書 辻区・滋賀県高島郡マキノ町辻 500 42 辻村庄屋引継文書

1984. 7． 16～18 近江国高島郡寺久保区有文番 寺久保区・滋賀県高島郡マキノ町寺久保 360 42 寺久保村庄屋引継

1984. 7. 16～18 近江国高島郡牧野区有文書 牧野区・滋賀県高島郡マキノ町牧野 212 42 牧野村庄屋引継文書

1984． 7． 16～18 近江国高島郡白谷村大村家文沓 大村進・滋賀県高島郡マキノ町白谷 200 42 庄屋・戸長

1984. 7.30～8.1 信濃国埴科郡下戸倉村坂井家文嘗(1) 坂井修一・長野県埴科郡戸倉町 1,258 42 名主・酒造

1985 1985. 8． 8～1O 越中国射水郡高岡横田町岡本家文替 岡本満右衛門・富山県高岡市横田町 1,400 44 商家

1985. 7.29～8．1 信濃国埴科郡下戸倉村坂井家文替(2) 坂井修一・長野県埴科郡戸倉町 1,258 44 名主・酒造

1986 1986. 7. 27～30 信濃国安曇郡穂高町村小川家文普 穂高町郷土資料館・長野県南安曇郡穂高町 1,576 46 庄屋

1986. 9. 17～19 長門国阿武郡萩城下呉服町菊屋家文番(1) 菊屋英子・山口県萩市呉服町 1,039 46 商家

1987 1987． 8. 5～7 長門国阿武郡萩城下呉服町菊屋家文番(2) 菊屋英子・山口県萩市呉服町 993 47 商家

1987. 8． 17～19 陸奥国磐井郡楊生村阿部家文書 阿部崇一・岩手県一関市弥栄 830 47 組頭・肝入・大肝入

1988 1988. 11． 6～9 遠江国引佐郡伊目村白柳家文番 白柳康雄・静岡県引佐郡細江町伊目 529 50 庄屋

1988. 11. 6～9 遠江国引佐郡五日市場区有文啓 五日市場区・静岡県引佐郡細江町五日市場 401 50 庄屋



”
、

1989 1989. 8.22～24 出羽国秋田郡久保田町那波家文翻1) 秋田市立中央図瞥館明徳館・秋田市千秋明徳町 1,200 52 御用達

1990. 1．麹～2． 1 信濃国佐久郡軽井沢宿佐藤家文瞥 佐藤芳寿・東京都江東区木場 749 52 本陣・問屋

1990 1990. 8. 25～27 武蔵国埼玉郡桑崎村小沢家文瞥 小沢丘・埼玉県羽生市桑崎1336 1,000 54 名主

1990． 8. 28～30 出羽国秋田郡久保田町那波家文瞥(2) 秋田市立中央図瞥館明徳館・秋田氏千秋明徳町 1,500 54 御用達



史
料
館
に
お
け
る
史
料
と
図
書
の
閲
覧
利
用
サ
ー
ビ
ス
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館

へ
の
改
組
後
、
情
報
閲
覧
室
の
新
設
に
伴
い
、
事
務
官
二
名
が
配
置
さ
れ
て
か
ら
体

制
的
に
整
備
さ
れ
、
改
善
の
基
礎
が
で
き
た
と
言
え
よ
う
（
た
だ
し
、
一
九
九
○
年

四
月
一
日
付
で
一
名
削
減
）
。
具
体
的
に
は
利
用
規
定
の
成
文
化
に
よ
り
、
閲
覧
条

件
・
複
写
・
掲
載
・
館
外
貸
出
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
等
に
つ
い
て
基
本
原
則
が
確
認
さ

れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
創
設
以
来
、
史
料
の
閲
覧
利
用
サ
ー
ビ
ス
は
一
貫
し
て
行
っ
て

き
た
が
、
そ
れ
に
要
す
る
機
構
・
人
員
・
予
算
は
な
き
に
等
し
く
、
す
べ
て
内
部
努

力
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
成
文
化
さ
れ
た
利
用
規
定
が
な
く
、

そ
の
た
め
に
個
人
的
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
部
内
的
な
閲
覧
利
用
体
制

が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

史
料
館
の
利
用
や
収
蔵
史
料
の
案
内
は
「
史
料
館
報
」
（
既
刊
五
四
号
）
で
そ
の

都
度
報
告
し
、
最
新
情
報
の
広
報
に
役
立
て
て
い
る
。
ま
た
「
史
料
館
案
内
」
（
最

史
料
保
存
利
用
機
関
に
お
け
る
収
蔵
史
（
資
）
料
の
閲
覧
利
用
サ
ー
ビ
ス
は
、
調

査
・
収
集
・
整
理
・
保
存
と
い
う
利
用
に
供
す
る
た
め
の
一
連
の
作
業
で
最
終
段
階

に
位
置
づ
け
ら
れ
、
ま
た
利
用
者
と
の
接
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
重
要
な
業
務

で
あ
る
。
閲
覧
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
な
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
環
境
及
び
体

制
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
と
同
時
に
、
史
（
資
）
料
の
整
理
・
保
存
と
利
用
に
万

全
を
期
す
こ
と
が
責
務
で
あ
ろ
う
。

四
史
料
と
図
書
の
閲
覧
利
用
サ
ー
ビ
ス

新
版
一
九
九
○
（
平
成
二
）
年
）
を
最
近
で
は
ほ
ぼ
三
年
ご
と
に
改
訂
版
を
作
成
し
、

目
的
・
沿
革
・
組
織
・
収
蔵
史
料
一
覧
・
閲
覧
案
内
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
案
内

の
要
と
も
い
え
る
収
蔵
史
料
一
覧
は
旧
国
郡
町
村
名
十
出
所
（
組
織
・
家
）
名
十
旧

階
層
・
職
業
だ
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
利
用
者
が
簡
単
に

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
個
々
の
史
料
群
の
内
容
に
つ
い
て
記
述
す
る
、

い
わ
ば
史
料
ガ
イ
ド
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
現
在
採
録
す
べ
き
情
報
の
書
式
の
具
体

的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
閲
覧
業
務
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
改
組
後
の

五
年
余
の
こ
と
で
、
新
し
い
建
物
の
建
築
と
、
こ
れ
に
伴
う
旧
建
物
の
取
り
壊
し
等

で
閲
覧
業
務
に
も
支
障
を
き
た
し
、
利
用
者
に
不
便
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
間
、

閲
覧
停
止
期
間
を
で
き
る
だ
け
短
縮
す
る
な
ど
内
部
努
力
に
よ
り
二
回
（
一
九
七
六

（
昭
和
五
二
年
一
月
一
九
日
～
三
月
三
一
日
、
七
七
年
四
月
一
日
’
六
月
二
六
旦

で
済
ん
だ
が
、
閲
覧
室
の
変
更
は
四
回
に
も
及
ん
だ
。
特
に
一
回
目
と
二
回
目
の
閲

覧
停
止
期
間
の
間
の
閲
覧
業
務
は
一
部
（
利
用
頻
度
の
低
い
）
の
史
料
を
封
鎖
し
な

が
ら
も
約
二
○
㎡
の
プ
レ
ハ
ブ
の
屋
舎
を
建
て
、
悪
条
件
下
で
続
け
た
。
さ
ら
に
は

二
回
目
の
閲
覧
停
止
期
間
に
約
五
○
万
点
の
史
料
と
図
書
類
を
新
館
に
移
動
さ
せ
た

こ
と
で
、
特
に
史
料
に
は
過
酷
な
経
験
を
負
わ
せ
た
。

現
状
に
落
ち
つ
い
た
の
は
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
四
月
で
、
北
館
一
階
を
閲

覧
室
、
一
階
の
一
部
と
二
・
三
階
及
び
東
館
地
下
を
書
庫
、
東
館
五
階
を
情
報
閲
覧

室
と
い
う
配
置
に
な
っ
た
が
、
閲
覧
体
制
に
と
っ
て
は
い
く
つ
か
の
問
題
が
残
さ
れ

た
。
施
設
面
で
は
閲
覧
机
や
椅
子
な
ど
以
前
に
比
べ
て
改
善
さ
れ
た
が
、
史
料
の
保

存
・
管
理
の
面
で
は
北
館
二
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
築
）
を
一
部
改
装
し
て
使
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用
し
て
い
る
た
め
温
湿
度
管
制
の
設
備
が
な
い
し
、
東
館
で
は
書
庫
を
地
下
に
設
定

せ
ざ
る
を
得
な
く
、
ま
た
史
料
の
一
部
を
電
動
書
架
に
配
架
し
て
い
る
等
の
問
題
が

あ
る
。
さ
ら
に
閲
覧
室
と
情
報
閲
覧
室
が
別
の
建
物
の
一
階
と
五
階
と
に
分
離
さ
れ

て
い
る
た
め
執
務
形
態
と
し
て
効
率
が
悪
い
。
こ
の
よ
う
な
環
境
は
事
前
に
予
想
さ

れ
て
は
い
た
が
、
当
時
は
数
年
後
に
改
築
す
る
計
画
を
前
提
と
し
て
い
た
の
で
、
当

初
か
ら
最
善
案
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
設
備
・
環
境
の
改
善
に
向

け
て
様
々
な
要
求
を
行
っ
て
き
た
が
、
後
述
す
る
史
料
の
保
存
利
用
対
策
の
改
善
に

比
べ
て
未
だ
実
現
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
環
境
下
で

も
可
能
な
整
備
と
改
善
に
つ
い
て
は
行
っ
て
き
て
い
る
。
具
体
的
に
は
書
庫
に
温
湿

度
計
や
除
湿
機
を
設
置
し
た
り
、
史
料
の
保
存
（
装
備
）
方
法
を
改
善
す
る
こ
と
で

環
境
の
不
備
を
可
能
な
限
り
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

そ
こ
で
史
料
と
図
書
に
分
け
て
閲
覧
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
変
遷
と
現
状
及
び
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
。

ま
ず
史
料
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
平
等
公
開
・
収
蔵
史
料
全
体
の
公
開
と
い
う
閲

覧
利
用
の
基
本
原
則
の
遵
守
に
努
め
て
き
た
。
史
料
の
利
用
に
際
し
て
は
利
用
者
に

つ
い
て
制
限
は
設
け
て
い
な
い
が
、
た
だ
原
本
を
提
供
す
る
の
で
一
八
才
以
上
の
年

齢
制
限
だ
け
で
あ
る
。
現
在
、
「
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
」
（
既
刊
五
四
集
）
と
し

て
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
仮
整
理
の
史
料
は
受
入
台
帳
や
カ
ー
ド
形
式
で

閲
覧
利
用
に
供
し
て
い
る
。
受
託
史
料
を
含
め
て
史
料
群
三
六
五
件
の
内
、
ま
っ
た

く
の
未
整
理
で
閲
覧
で
き
な
い
の
は
一
七
件
で
全
体
の
五
％
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
入

手
先
が
故
紙
回
収
業
者
が
多
く
、
出
所
が
様
々
で
あ
っ
た
り
地
域
も
広
範
に
及
ぶ
い

わ
ゆ
る
混
在
史
料
が
主
で
あ
る
。
全
面
公
開
の
原
則
か
ら
し
て
も
、
現
在
閲
覧
で
き

な
い
史
料
を
含
め
た
長
期
的
な
整
理
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
一
方

で
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
史
料
で
は
破
損
・
劣
化
が
甚
だ
し
い
も
の
や
、

水
を
被
り
板
状
に
な
っ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
断
裁
さ
れ
た
特
殊
な
史
料
な
ど
が

あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
利
用
に
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
修

復
や
補
修
、
さ
ら
に
は
復
元
作
業
を
終
え
た
も
の
か
ら
順
次
公
開
し
て
い
る
。
た
だ
、

修
復
・
補
修
は
専
門
の
職
員
が
い
な
い
の
で
虫
損
直
し
。
綴
じ
直
し
・
裏
打
ち
程
度

を
行
っ
て
い
る
。
色
彩
史
料
な
ど
高
度
な
技
術
を
要
す
る
修
復
・
補
修
は
専
門
の
業

者
に
委
託
し
た
場
合
も
あ
る
。
ま
た
断
裁
さ
れ
た
特
殊
な
史
料
と
し
て
「
高
島
藩
宗

門
人
別
帳
」
（
横
長
帳
で
三
～
五
つ
に
押
し
切
り
で
裁
断
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

地
元
の
方
々
か
ら
の
利
用
の
要
望
が
強
く
、
か
ね
て
よ
り
復
元
作
業
に
向
け
て
準
備

を
僅
か
な
が
ら
行
っ
て
き
た
が
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
度
よ
り
臨
時
経
費
と

し
て
五
カ
年
計
画
と
い
う
有
期
限
で
は
あ
る
が
予
算
化
が
実
現
し
、
作
業
を
継
続
し

て
い
る
。

史
料
を
閲
覧
に
供
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
史
料
の
材
質
・
形
態
・
大
き
さ
に
合
っ

た
最
善
の
保
存
措
置
Ⅱ
装
備
を
施
す
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
史
料
そ
の
も
の
の
劣
化

を
防
止
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
と
同
時
に
、
出
納
や
利
用
の
利
便
さ
を
も
考
慮
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
装
備
用
品
も
酸
性
紙
が
史
料
に
与
え
る
影

響
を
考
え
て
、
中
性
紙
へ
の
切
替
え
作
業
を
継
続
し
て
い
る
。
さ
ら
に
可
能
な
限
り

史
料
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を
重
視
し
た
保
存
を
第
一
義
と
し
、
最
終
手
段
と
し
て
修
復
・

補
修
を
行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
様
々
な
装
備
方
法
の
改
善
を
行
い
現
状
に

至
っ
て
い
る
。
そ
の
経
過
と
具
体
的
改
善
点
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
関
係
で
詳
述
で
き
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次
に
図
書
類
の
閲
覧
利
用
で
あ
る
が
、
現
在
蔵
書
総
数
約
五
八
、
○
○
○
冊
に
至
っ

て
い
る
。
蔵
書
構
成
の
特
色
を
あ
げ
る
と
、
七
、
八
九
五
タ
イ
ト
ル
・
一
八
、
九
六

九
冊
は
地
方
史
誌
類
で
全
体
の
三
割
強
を
占
め
て
い
る
こ
と
と
、
目
録
類
約
三
、
九

○
○
タ
イ
ト
ル
・
九
、
七
○
○
冊
の
内
、
近
世
・
近
代
史
料
や
行
政
資
料
、
郷
土
資

料
に
関
す
る
目
録
類
が
約
三
、
五
○
○
タ
イ
ト
ル
・
七
、
○
○
○
冊
（
具
体
的
な
内

訳
は
「
地
方
史
誌
類
と
史
料
所
在
情
報
の
収
集
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）
が
あ
り
、
全

蔵
書
に
占
め
る
割
合
は
四
五
％
に
な
る
。
蔵
書
の
閲
覧
公
開
に
向
け
て
、
こ
れ
ら
特

色
あ
る
構
成
を
優
先
す
る
こ
と
で
準
備
を
進
め
て
き
た
。
先
ず
史
（
資
）
料
目
録
類

な
い
が
、
近
年
装
備
し
た
史
料
を
利
用
し
た
経
験
が
あ
る
方
な
ら
一
目
瞭
然
で
あ
ろ

う
。
そ
の
他
に
閲
覧
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
図
っ
た
も
の
で
は
、
閲
覧
や
撮
影
に

よ
っ
て
劣
化
が
著
し
く
危
倶
さ
れ
る
史
料
に
つ
い
て
は
カ
ラ
ー
ポ
ジ
フ
イ
ル
ム
（
含

カ
ラ
ー
マ
イ
ク
ロ
）
を
作
成
し
貸
し
出
し
た
り
、
あ
る
い
は
プ
リ
ン
ト
し
て
ア
ル
バ

ム
形
式
で
利
用
に
供
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
大
型
史
料
の
閲
覧
に
は
物
理
的
に
広

げ
る
ス
ペ
ー
ス
や
開
披
に
よ
る
劣
化
の
問
題
が
あ
っ
て
利
用
が
非
常
に
困
難
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
ダ
イ
レ
ク
ト
プ
リ
ン
ト
方
式
で
複
製
を
作
成
（
撮
影
は
全

て
縮
率
五
○
％
な
の
で
原
本
よ
り
一
辺
が
半
分
、
面
積
は
四
分
の
一
）
し
、
閲
覧
や

撮
影
に
応
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
代
替
化
に
よ
っ
て
史
料
の
保
存
と
利
用
を
一
段

と
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

個
々
の
史
料
の
検
索
手
段
と
し
て
は
目
録
が
あ
る
が
、
多
様
な
検
索
を
可
能
に
す

る
た
め
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
索
引
を
作
成
す
る
等
の
試
み
も
行
わ
れ
て

い
ｚ
や
。

に
つ
い
て
は
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
一
○
月
か
ら
、
地
方
史
誌
類
に
つ
い
て
は

そ
の
一
部
（
県
・
郡
史
）
を
翌
八
三
年
四
月
か
ら
閲
覧
公
開
を
開
始
し
た
。
公
開
に

あ
た
り
補
強
製
本
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
バ
イ
ン
ダ
ー
に
よ
る
製
本
作
業
等
に
か
な
り
の

時
間
を
要
し
た
。
利
用
条
件
は
収
蔵
史
料
と
同
等
に
扱
う
こ
と
と
し
、
複
写
サ
ー
ビ

ス
は
現
在
行
っ
て
い
な
い
。

今
後
は
地
方
史
誌
類
の
全
体
と
逐
次
刊
行
物
の
閲
覧
公
開
と
同
時
に
複
写
サ
ー
ビ

ス
の
要
望
も
強
い
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

す
で
に
具
体
的
な
内
部
体
制
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
度
以
降
の
閲
覧
利
用
の
実
態
に
つ
い
て

「
閲
覧
利
用
統
計
」
と
し
て
表
に
し
た
。
表
中
の
一
般
撮
影
と
は
、
個
人
が
研
究
の

目
的
で
筆
写
の
代
用
と
し
て
の
撮
影
、
特
別
撮
影
と
は
出
版
物
に
掲
載
の
た
め
、
あ

る
い
は
史
料
保
存
利
用
機
関
が
一
史
料
群
全
体
を
撮
影
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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閲覧利用統計 蜘
苛

年度 開館日数 利用者数
1日平均

利用者数

閲覧表

提出者数
出納件数 出納点数

一般撮影

件 数

特別撮影

件 数

内 、

掲載件数
貸出件数

内

貸出点数
備考

1972 291 448 1.5 367 6,943 10,467 107 32 26 5 35

1973 288 780 2.7 525 6 702 13 109 77 37 35 13 220

1974 290 1,007 3.5 614 12 345 22 569 133 44 40 6 228

1975 288 878 3.0 636 8 066 16 949 118 53 48 1 1

1976 176 711 4.0 584 5 961 14 211 129 29 29 2 13 l/19～3/31 閲覧停止

1977 222 I 156 5.2 671 7 057 14 409 110 46 43 3 15 4/l～6/26閲覧停止

1978 286 1 258 4.4 809 6 638 1ワ
ュ8 443 158 65 56 5 35

1979 290 1 326 4.6 860 7 789 21 832 139 75 69 4 15

1980 283 914 3.2 631 5 756 13 112 147 59 54 0 0

1981 285 I 117 3.9 713 6 740 16 194 131 66 57 4 35

1982 287 1 047 3.6 696 5 709 17 046 137 65 60 4 42

1983 287 1 413 4.9 893 11 723 25 429 153 68 53 1 5

1984 285 1 436 5.0 892 1O 043 23 031 179 91 73 8 57

1985 283 1 613 5.7 1,009 18 231 34 638 130 63 58 2 11

1986 286 1 500 5.2 846 27 047 39 207 145 82 65 3 29

1987 288 1 537 5.4 889 27 507 38 991 97 100 60 4 38

1988 285 1 226 4.3 738 20 586 29 898 116 107 82 5 281

1989 281 1 170 4.2 743 17 491 28 762 145 97 215 6 37

1990 281 969 3.4 661 16 632 23 620 122 96 219 5 73

●１言回 5,262 21,506 4.1 13,777 228,966 420,917 2,473 1,275 1,342 81 1,170



史
料
の
調
査
、
収
集
、
整
理
・
保
存
、
閲
覧
利
用
提
供
と
い
う
史
料
館
の
業
務
を

遂
行
す
る
た
め
に
は
、
基
礎
的
な
史
料
学
研
究
と
実
務
面
の
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
。

近
世
文
書
に
つ
い
て
の
史
料
学
的
研
究
と
そ
の
調
査
法
、
整
理
法
に
つ
い
て
の
研
究

は
、
史
料
館
創
設
当
初
よ
り
歴
史
学
界
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
た
課
題
で
あ
っ
た
。

史
料
館
業
務
の
柱
の
一
つ
に
所
蔵
史
料
を
整
理
し
、
「
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
」

と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
史
料
学
研
究
及
び
史
料
整
理
・
目
録
作

成
法
の
実
践
的
研
究
と
そ
の
成
果
発
表
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
史
料
の
調
査
法
や
整

理
・
目
録
作
成
法
は
、
実
務
経
験
を
常
に
学
理
的
に
省
察
し
て
改
善
、
発
展
さ
せ
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
館
の
行
っ
て
い
る

史
料
の
所
在
調
査
、
史
料
整
理
、
目
録
記
述
と
編
成
の
方
法
も
時
と
と
も
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
し
、
こ
れ
か
ら
改
善
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題
も
多
く
残
し

て
い
る
。
ま
た
史
料
学
研
究
の
視
角
や
方
法
論
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
批
判
的

検
討
を
通
じ
鍛
え
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

実
務
を
通
じ
て
得
た
知
見
及
び
近
世
文
書
に
つ
い
て
の
史
料
学
的
研
究
の
成
果
は
、

「
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
」
の
記
述
・
編
成
と
解
題
に
反
映
さ
せ
る
ほ
か
、
研
究
ノ
ー

ト
あ
る
い
は
研
究
論
文
と
し
て
ま
と
め
、
「
史
料
館
研
究
紀
要
」
、
「
史
料
館
報
」

や
外
部
の
学
術
誌
、
学
術
書
な
ど
に
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
五
二
（
昭
和
二

七
）
年
に
発
足
し
た
「
近
世
史
料
取
扱
講
習
会
」
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
に

前
者
を
拡
充
し
た
「
史
料
管
理
学
研
修
会
」
で
の
史
料
論
や
実
務
面
の
講
義
も
、
日

五
史
料
学
・
文
書
館
学
の
研
究
と
成
果
刊
行

頃
の
研
究
及
び
実
務
経
験
を
踏
ま
え
、
で
き
る
限
り
体
系
化
し
て
行
い
、
受
講
生
の

意
見
、
批
判
を
参
考
に
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
機
会
と
し
て
い
る
。

史
料
学
研
究
に
つ
い
て
は
、
個
人
的
研
究
の
ほ
か
館
員
の
共
同
研
究
と
し
て
取
り

組
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
度
に
は
「
代
官
支
配
文
書
の
研

究
」
を
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
度
と
一
九
六
五
年
度
に
は
「
近
世
城
下
町
史

料
の
基
礎
的
研
究
」
を
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
度
と
一
九
七
七
年
度
に
は

「
近
世
史
料
の
体
系
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
文
部
省
科
学
研
究

費
の
交
付
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
度
よ
り

「
近
世
史
料
の
古
文
書
学
的
研
究
」
の
た
め
の
特
別
研
究
費
が
経
常
予
算
化
さ
れ
、

そ
れ
を
用
い
て
各
地
の
史
料
調
査
、
マ
イ
ク
ロ
・
フ
イ
ル
ム
撮
影
に
よ
る
史
料
収
集

と
研
究
を
進
め
て
い
る
。

研
究
活
動
に
と
っ
て
、
相
互
批
判
と
討
議
が
不
可
欠
で
あ
る
。
史
料
館
で
は
す
で

に
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
よ
り
研
究
会
を
定
例
化
し
、
一
九
六
六
（
昭
和
四
二

年
か
ら
は
館
外
の
研
究
者
に
も
公
開
し
て
、
ほ
ぼ
隔
月
に
開
催
し
て
い
た
。
し
か
し
、

国
文
学
研
究
資
料
館
へ
の
改
組
問
題
が
持
ち
上
が
っ
た
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年

半
ば
以
降
、
そ
れ
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
館

内
の
定
例
研
究
会
を
再
開
し
た
の
は
、
改
組
後
の
史
料
館
の
運
営
が
よ
う
や
く
軌
道

に
乗
り
は
じ
め
た
一
九
七
六
（
昭
和
五
二
年
五
月
に
至
っ
て
で
あ
る
。
こ
の
定
例

研
究
会
で
は
、
史
料
館
の
業
務
に
つ
い
て
の
研
究
や
史
料
学
的
研
究
を
館
員
が
順
番

に
報
告
し
、
討
議
し
て
い
る
。
ま
た
、
年
度
ご
と
に
一
度
、
館
外
の
歴
史
研
究
者
や

史
料
保
存
利
用
機
関
関
係
者
を
招
き
、
史
料
学
あ
る
い
は
史
料
保
存
に
関
わ
る
テ
ー

マ
で
報
告
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
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と
こ
ろ
で
諸
外
国
で
は
、
文
書
館
運
営
論
、
文
書
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
記
録

史
料
を
対
象
に
し
た
整
理
・
管
理
論
、
検
索
手
段
作
成
法
、
保
存
科
学
等
々
、
文
書

館
業
務
の
遂
行
に
要
す
る
知
識
・
理
論
・
技
術
が
「
文
書
館
学
（
シ
『
の
宣
く
巴
聾
且
‐

爵
ご
と
い
う
独
自
の
学
問
分
野
と
し
て
体
系
化
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
で
は
、
当

館
の
職
員
や
各
地
の
文
書
館
職
員
に
よ
っ
て
実
務
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
な
り
方

法
論
は
い
く
つ
か
提
示
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
い
ま
だ
体
系
化
さ
れ
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
図
書
館
学
的
方
法
を
文
書
館
業
務
に
準
用
し
て
き
た
面
も

少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
我
が
国
独
自
の
文
書
館
学
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
盛

り
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
一
九
八
○
年
代
半
ば
に
な
っ
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
館
の

安
澤
秀
一
、
安
藤
正
人
両
名
に
よ
っ
て
欧
米
の
文
書
館
学
の
内
容
が
詳
し
く
紹
介
さ

れ
は
じ
め
た
こ
と
が
直
接
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
つ
つ
も
、

と
も
か
く
我
が
国
の
文
書
館
関
係
者
が
主
体
的
に
文
書
館
学
の
構
築
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
内
発
的
な
契
機
も
存
在
し
た
。

一
つ
は
、
我
が
国
で
も
よ
う
や
く
文
書
館
な
い
し
公
文
書
館
の
設
置
が
全
国
的
に

進
む
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
史
料
の
科
学
的
な
整
理
・
保
存
・
利
用
の
方
法

に
つ
い
て
の
研
究
が
不
可
欠
の
課
題
と
し
て
関
係
者
に
自
覚
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
で

あ
る
。
戦
後
の
史
料
保
存
運
動
は
、
と
も
か
く
文
書
館
や
史
料
館
を
建
設
し
て
、
散

逸
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
旧
家
・
役
場
伝
来
の
近
世
・
近
代
文
書
、
及
び
機
械

的
に
廃
棄
・
消
却
さ
れ
て
い
る
現
在
の
官
庁
文
書
の
保
存
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
主

眼
が
お
か
れ
て
き
た
。
そ
の
建
設
が
あ
る
程
度
進
ん
で
き
た
一
九
八
○
年
代
半
ば
に

な
っ
て
、
よ
う
や
く
文
書
館
の
理
論
付
け
や
そ
の
業
務
の
学
問
的
検
討
に
も
意
が
払

わ
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
頃
か
ら
文
書
館
論
や
文
書
史
料
の
整
理

論
の
論
文
が
続
々
と
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
及
び
一
九
八
四
（
昭
和
五

九
）
年
に
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
（
全
史
料
協
）
の
関
東
部
会

が
結
成
さ
れ
、
月
例
研
究
会
を
開
い
て
実
務
に
即
し
た
研
究
交
流
を
進
め
る
一
方
、

外
国
の
文
書
館
学
文
献
の
勉
強
会
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
表
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
一
九
九
○
（
平
成
二
）
年
一
○
月
、
我
が
国
で
初
め
て
の
文
書
館
学
の
専

門
誌
「
記
録
と
史
料
」
が
全
史
料
協
よ
り
創
刊
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

い
ま
一
つ
は
、
文
書
館
・
公
文
書
館
設
置
の
進
行
に
伴
い
、
そ
の
業
務
を
専
門
的

に
担
う
人
材
（
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
）
の
養
成
制
度
を
確
立
す
る
必
要
性
が
高
ま
り
、
そ

の
た
め
の
学
問
的
基
盤
を
充
実
す
る
課
題
に
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
一
二
月
に
「
公
文
書
館
法
」
が
制
定
さ
れ
、
翌
年
六
月

一
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
に
至
り
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
制
度
の
確
立
と
、
そ
の
学
問

的
基
盤
た
る
文
書
館
学
の
構
築
は
急
務
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

史
料
館
内
部
で
も
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
○
）
年
三
月
、
こ
れ
ま
で
の
実
務
経
験

と
研
究
蓄
積
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
再
検
討
し
て
文
書
史
料
の
整
理
・
管
理
の
理
論
と

技
法
及
び
近
世
史
料
学
の
体
系
化
を
図
り
、
一
書
に
ま
と
め
て
刊
行
す
る
計
画
を
立

て
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
研
究
会
を
積
み
重
ね
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
八
（
昭
和
六

三
）
年
五
月
、
「
史
料
の
整
理
と
管
理
」
を
岩
波
書
店
よ
り
刊
行
し
た
。
ま
た
個
人

と
し
て
も
、
安
澤
秀
一
「
史
料
館
・
文
書
館
学
へ
の
道
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八

五
年
一
○
月
）
、
大
藤
修
・
安
藤
正
人
共
著
『
史
料
保
存
と
文
書
館
学
」
（
同
前
、

一
九
八
六
年
九
月
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

文
書
館
活
動
の
発
展
に
と
っ
て
も
、
ア
ー
キ
ピ
ス
ト
養
成
に
と
っ
て
も
、
文
書
館
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当
館
所
蔵
史
料
の
う
ち
、
特
に
利
用
の
多
い
重
要
史
料
を
、
「
史
料
館
鍍
書
」
と

し
て
当
館
創
設
三
十
年
を
記
念
し
て
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
五
）
年
以
来
翻
刻
・
刊

行
し
、
頒
布
し
て
き
て
い
る
。
第
一
期
と
し
て
一
○
巻
、
別
巻
一
を
東
京
大
学
出
版

会
よ
り
刊
行
し
た
。

刊
行
し
た
第
一
期
一
○
巻
は
、
主
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
関
係
史
料
を
翻
刻
し
、
そ

の
内
訳
は
幕
府
関
係
三
巻
、
藩
政
関
係
四
巻
、
町
方
関
係
一
巻
、
村
方
関
係
二
巻
で

あ
り
、
す
べ
て
近
世
文
書
で
あ
る
。

第
一
・
二
巻
「
寛
文
朱
印
留
」
上
・
下
は
、
将
軍
徳
川
家
網
が
寛
文
四
年
（
一
六

六
四
）
に
大
名
へ
、
翌
五
年
に
公
家
・
寺
社
へ
一
斉
に
交
付
し
た
、
領
地
判
物
・
朱

印
状
と
領
地
目
録
を
全
一
七
冊
に
整
理
・
筆
録
し
た
も
の
を
収
録
し
た
。
こ
の
う
ち
、

大
名
に
対
し
て
の
朱
印
状
・
目
録
は
「
寛
文
印
知
集
」
と
し
て
、
す
で
に
「
続
々
群

書
類
従
」
（
地
理
部
）
に
収
録
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
当
館
所
蔵
本
は
、
筆

写
年
代
が
古
く
、
写
本
の
系
統
も
異
な
り
、
公
家
門
跡
・
寺
院
領
・
神
社
領
の
朱
印

学
、
及
び
史
料
の
整
理
・
管
理
学
に
連
結
し
う
る
よ
う
な
史
料
学
の
構
築
が
不
可
欠

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
際
的
な
協
力
体
制
と
国
際
的
な
研
究
交
流
が
求
め
ら

れ
る
。
今
後
は
、
各
地
の
文
書
館
員
及
び
様
々
な
分
野
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
を

組
織
す
る
と
と
も
に
、
諸
外
国
の
文
書
館
学
・
史
料
学
文
献
の
調
査
・
紹
介
、
国
際

的
な
研
究
交
流
の
推
進
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

六
所
蔵
史
料
の
翻
刻
・
刊
行

状
が
完
備
し
て
い
る
の
が
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

大
名
は
二
一
九
家
、
公
家
門
跡
は
一
二
七
家
、
神
社
は
三
六
七
件
、
寺
院
は
宗
派

ご
と
に
分
か
れ
、
浄
土
宗
は
一
五
四
件
、
日
蓮
宗
は
八
六
件
、
真
言
宗
は
二
二
六
件
、

天
台
宗
は
一
二
一
件
、
法
相
宗
は
四
七
件
、
律
宗
は
三
三
件
、
一
向
宗
は
一
七
件
、

禅
宗
は
三
九
三
件
、
比
丘
尼
は
二
七
件
、
院
家
は
一
二
件
、
そ
の
他
集
物
と
し
て
七

件
、
合
計
一
八
三
六
件
の
領
地
判
物
・
朱
印
状
と
領
地
目
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

解
題
と
索
引
を
付
け
、
索
引
は
大
名
・
公
家
・
神
社
・
寺
院
・
集
物
・
国
郡
名
に

分
け
た
。

第
三
巻
「
津
軽
家
御
定
書
」
は
、
当
館
所
蔵
の
弘
前
藩
津
軽
家
文
書
の
う
ち
か
ら
、

寛
文
Ｉ
延
宝
期
の
藩
法
を
、
第
一
部
、
領
国
内
仕
置
関
係
、
第
二
部
、
江
戸
上
屋
敷

の
留
守
居
役
の
家
中
宛
法
度
、
第
三
部
、
在
国
・
在
府
両
地
に
関
す
る
諸
法
度
に
分

け
て
収
録
し
た
。

第
一
部
は
、
津
軽
家
四
代
の
信
政
が
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
か
ら
延
宝
三
年

（
一
六
七
五
）
の
十
二
年
間
に
出
し
た
諸
法
令
を
編
年
体
に
七
冊
に
編
纂
し
た
「
御

定
書
」
を
収
録
し
た
。
第
二
部
は
津
軽
藩
江
戸
上
屋
敷
で
の
諸
捷
を
記
し
た
「
江
戸

御
屋
敷
鋪
中
御
定
書
」
（
寛
文
二
年
～
延
宝
八
年
）
、
第
三
部
は
御
条
目
・
御
法
度

之
覚
・
諸
式
要
集
な
ど
関
係
諸
条
目
を
収
録
し
た
。

近
世
の
各
藩
の
藩
法
集
が
い
く
つ
か
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
近
世
初
期
の
藩
政
史

研
究
の
基
本
史
料
と
い
え
る
。
解
題
及
び
「
人
名
索
引
」
「
主
要
役
職
・
役
所
索
引
」

を
付
し
た
。

第
四
巻
「
播
磨
屋
中
井
家
永
代
帳
」
は
、
江
戸
の
両
替
商
で
あ
る
播
磨
屋
中
井
家

の
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
～
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
「
永
代
帳
」
を
収
録
し
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た
。
中
井
家
は
近
江
水
口
出
身
で
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
に
独
立
し
て
両
替
商

を
営
み
、
大
名
家
の
掛
屋
御
用
、
公
儀
貸
付
金
御
用
、
勘
定
所
御
用
達
な
ど
を
つ
と

め
る
、
江
戸
で
も
指
折
り
の
金
融
業
者
で
あ
っ
た
。

「
永
代
帳
」
は
播
磨
屋
が
江
戸
の
各
地
で
賊
入
し
た
家
作
を
記
録
し
た
「
抱
家
屋

鋪
一
件
」
、
江
戸
の
大
店
の
交
際
の
実
体
、
そ
の
範
囲
や
規
模
を
示
す
「
祝
儀
事
一

件
」
「
仏
事
之
一
件
」
、
両
替
商
と
し
て
の
営
業
記
録
の
「
御
屋
鋪
方
一
件
」
「
通

用
金
銀
吹
替
一
件
」
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
商
業
史
は
も
ち
ろ
ん
、
江
戸
町
人

の
生
活
の
実
態
を
う
か
が
え
る
社
会
史
の
史
料
に
も
な
っ
て
い
る
。

解
題
と
「
人
名
索
引
」
を
付
し
、
利
用
の
便
を
は
か
っ
た
。

第
五
・
六
巻
「
徳
島
藩
職
制
取
調
書
抜
」
上
・
下
は
、
当
館
所
蔵
の
阿
波
蜂
須
賀

家
文
書
か
ら
徳
島
藩
の
職
制
に
関
す
る
史
料
を
ま
と
め
て
刊
行
し
た
。

す
で
に
、
藩
法
研
究
会
が
『
藩
法
集
」
第
三
巻
（
創
文
社
、
一
九
六
二
年
）
に
、

当
館
所
蔵
蜂
須
賀
家
文
書
の
元
和
四
年
二
六
一
八
）
～
天
保
五
年
二
八
三
四

の
徳
島
藩
法
で
あ
る
「
元
居
書
抜
」
一
六
冊
を
刊
行
し
た
の
で
、
そ
れ
を
補
完
で
き

る
宝
暦
～
天
保
期
の
史
料
一
九
点
で
構
成
し
た
。

第
五
巻
に
は
、
主
と
し
て
軍
役
・
普
請
役
と
番
方
に
関
す
る
制
度
の
沿
革
と
勤
務

の
慣
行
に
関
す
る
史
料
を
収
録
し
、
第
六
巻
に
は
、
主
と
し
て
役
方
と
地
方
支
配
に

関
す
る
史
料
及
び
分
限
帳
を
収
録
し
た
。
近
世
後
期
の
藩
政
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ

る
。
解
題
と
「
地
名
索
引
」
「
人
命
索
引
」
「
役
職
名
索
引
」
を
付
し
た
。

第
七
巻
「
依
田
長
安
一
代
記
」
は
、
農
民
の
記
録
と
し
て
甲
斐
国
山
梨
郡
下
井
尻

村
依
田
家
文
書
か
ら
、
近
世
中
期
に
当
主
で
あ
っ
た
依
田
長
安
に
関
す
る
史
料
を
収

録
し
た
。

依
田
長
安
は
延
宝
二
年
二
六
七
四
）
に
生
ま
れ
、
元
禄
一
○
年
（
一
六
九
七
）

に
家
督
を
相
続
し
、
長
百
姓
と
し
て
村
政
に
も
関
わ
っ
た
が
、
武
士
の
伯
父
が
あ
り
、

父
は
隠
居
後
浪
人
跡
式
を
相
続
し
て
お
り
、
依
田
家
は
ま
だ
兵
農
分
離
し
た
後
も
武

士
的
色
彩
を
濃
厚
に
残
し
た
豪
農
と
い
え
よ
う
。
長
安
自
筆
の
依
田
民
部
源
長
安
一

代
記
」
と
い
う
表
題
に
も
、
意
識
の
う
え
で
は
武
士
を
志
向
し
て
い
る
農
民
の
姿
勢

が
う
か
が
え
よ
う
。

こ
の
一
代
記
を
中
心
と
し
て
、
系
譜
、
家
訓
、
譲
り
状
、
伊
勢
参
宮
・
西
国
巡
礼

道
中
記
、
歳
暮
帳
、
見
舞
帳
な
ど
、
享
保
～
宝
暦
期
の
史
料
八
一
点
を
収
録
し
た
。

近
世
中
期
の
典
型
的
な
豪
農
の
生
活
と
文
化
を
示
す
史
料
で
あ
る
。
解
題
と
「
地

名
索
引
」
「
人
名
索
引
」
を
付
し
た
。

第
八
巻
「
真
田
家
家
中
明
細
書
」
は
、
当
館
に
膨
大
に
所
蔵
す
る
信
濃
国
松
代
真

田
家
文
書
か
ら
、
真
田
家
家
臣
団
の
履
歴
を
記
録
し
た
、
二
種
類
の
「
家
中
明
細
書
」

と
「
分
限
明
細
書
」
を
、
合
成
・
編
集
し
て
刊
行
し
た
。

近
世
後
期
か
ら
明
治
三
年
ま
で
の
真
田
家
の
家
臣
一
五
九
七
名
を
、
五
十
音
順
に

配
列
し
、
持
高
と
松
代
藩
の
役
職
を
中
心
と
し
た
履
歴
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、

松
代
藩
政
だ
け
で
な
く
、
近
世
後
期
の
藩
政
史
研
究
に
と
っ
て
基
礎
史
料
と
い
え
る
。

解
題
と
『
通
称
索
引
」
を
付
し
た
。

第
九
巻
『
大
塩
平
八
郎
一
件
書
留
」
は
、
天
保
八
年
二
八
三
七
）
に
大
坂
で
起

こ
っ
た
著
名
な
大
塩
の
乱
に
関
す
る
、
幕
府
評
定
所
一
座
の
裁
判
記
録
で
あ
る
。

大
塩
の
乱
に
参
加
し
た
七
五
○
余
名
を
糺
問
し
、
判
決
案
を
評
定
所
か
ら
老
中
に

伺
っ
た
「
御
吟
味
伺
普
」
、
判
決
原
案
で
あ
る
「
御
仕
置
附
普
付
」
、
最
終
判
決
文
・

親
類
書
・
判
決
に
つ
い
て
の
幕
府
内
部
の
議
論
な
ど
の
関
係
書
類
を
綴
っ
た
「
大
坂
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第
一
期
一
○
巻
の
刊
行
が
終
了
し
た
の
で
、
別
巻
一
「
明
治
開
化
期
の
錦
絵
」
は
、

グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
日
本
実
業
史
博
物
館
旧
蔵
史
料
の
絵
画
資
料
七
二
五
点
の
な
か
か

ら
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
の
錦
絵
九
九
点
を
選
ん
で
、
カ
ラ
ー
印
刷
に
し
て
刊
行
し

た
。

殖
産
興
業
、
博
覧
会
、
西
洋
建
築
、
交
通
、
世
相
、
風
刺
画
の
六
項
目
に
編
成
し

て
収
録
し
、
巻
末
に
錦
絵
一
点
ご
と
の
作
品
紹
介
を
し
、
さ
ら
に
収
録
画
に
関
係
す

る
絵
師
略
伝
一
覧
を
付
し
た
。

所
蔵
史
料
の
刊
行
は
、
当
館
の
事
業
の
大
き
な
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
重
視
し
て
お

り
、
今
後
も
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
、
平
成
四
年
度
に
別
巻
二
「
藩
札
．

一
件
書
物
」
の
三
点
の
史
料
か
ら
構
成
し
た
が
、
大
塩
の
乱
の
裁
判
記
録
が
揃
っ
て

い
る
点
に
特
色
が
あ
り
、
事
件
の
全
貌
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。

解
題
及
び
「
大
塩
一
件
関
係
一
覧
」
と
し
て
、
量
刑
別
の
人
命
索
引
を
付
し
た
。

第
一
○
巻
「
近
江
国
鏡
村
玉
尾
家
永
代
帳
」
は
、
近
江
国
蒲
生
郡
鏡
村
の
富
農
玉

尾
家
当
主
が
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
○
）
か
ら
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
ま
で
、

五
代
一
三
○
年
間
に
わ
た
っ
て
書
き
綴
っ
て
き
た
年
代
記
を
刊
行
し
た
。
四
三
石
余

の
高
持
で
あ
る
玉
尾
家
は
、
農
業
経
営
の
か
た
わ
ら
大
規
模
に
米
穀
の
相
場
・
魚
肥

商
い
を
行
い
、
ま
た
庄
屋
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
行
動
範
囲
も
情
報
網
も

広
い
た
め
に
、
年
代
記
の
内
容
が
豊
富
で
あ
る
。
天
明
の
江
戸
打
ち
こ
わ
し
や
大
塩

の
乱
、
天
皇
の
即
位
な
ど
の
全
国
的
な
情
報
を
は
じ
め
、
村
内
の
祭
礼
や
世
相
な
ど

も
記
録
さ
れ
、
近
江
の
富
農
の
生
活
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
社
会
史

の
史
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
解
題
と
索
引
を
付
し
た
。

史
料
管
理
学
研
修
会
の
前
身
は
、
近
世
史
料
取
扱
講
習
会
で
あ
る
。
近
世
史
料
取

扱
講
習
会
の
あ
ゆ
み
は
、
前
後
ふ
た
つ
の
時
期
に
分
か
れ
て
い
る
。

す
で
に
第
Ｉ
章
「
史
料
館
の
歩
み
と
今
後
の
展
望
」
の
な
か
で
、
史
料
館
の
設
置

に
先
ん
じ
て
作
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
活
動
構
想
案
に
「
史
料
取
扱
い
者
の
研
修
」
や

「
史
料
技
術
員
養
成
所
」
の
設
置
が
う
た
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
た
よ
う
に
、
全

国
の
史
料
保
存
機
関
や
研
究
機
関
に
お
い
て
史
料
を
取
り
扱
っ
て
い
る
人
々
を
対
象

に
専
門
的
研
修
を
実
施
す
る
構
想
は
、
ず
い
ぶ
ん
早
く
か
ら
存
在
し
た
。

こ
の
構
想
に
も
と
づ
き
、
第
一
回
目
の
近
世
史
料
取
扱
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
の

は
、
正
式
発
足
の
翌
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
で
あ
っ
た
。
第
二
回
ま
で
続
け

た
の
ち
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
に
い
た
っ
て
講
習
会
の
目
的
や
対
象
を
再
検

討
す
る
た
め
、
い
っ
た
ん
開
催
が
中
止
さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
が
第
一
期
で
あ
る
。

講
習
会
は
三
年
後
の
一
九
六
六
（
昭
和
四
二
年
に
再
開
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
が

第
二
期
で
あ
る
。
第
二
期
は
開
催
期
間
が
一
週
間
と
、
第
一
期
に
比
べ
て
半
分
に
な
っ

た
が
、
史
料
概
論
講
義
、
史
料
読
解
、
史
料
整
理
管
理
実
務
の
三
つ
を
柱
に
、
と
く

に
読
解
と
実
務
に
重
点
を
置
い
た
実
践
的
な
内
容
に
改
善
さ
れ
た
。

会
場
は
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
に
山
口
県
文
書
館
で
開
催
し
て
か
ら
は
、

私
札
（
案
）
」
の
刊
行
を
予
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
史
料
館
叢
書
第
二
期
計
画
を
検

討
中
で
あ
る
。

七
史
料
管
理
学
研
修
会
の
開
催
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東
京
と
東
京
以
外
と
の
二
会
場
で
各
六
日
（
の
ち
五
日
）
行
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の

方
式
が
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
た
。

し
か
し
近
年
、
全
国
各
地
で
地
方
自
治
体
の
文
書
館
、
公
文
書
館
や
大
学
資
料
館

な
ど
の
新
設
が
あ
い
つ
ぎ
、
近
世
文
書
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
現
代
の
公
文
書
を
含
め
、

記
録
史
料
全
般
の
保
存
・
整
理
・
管
理
に
関
す
る
幅
広
い
専
門
的
知
識
と
技
術
を
求

め
る
声
が
、
い
ち
だ
ん
と
高
く
な
っ
て
き
た
。
と
く
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
や

史
料
保
存
科
学
な
ど
、
時
代
に
即
応
し
た
新
し
い
科
目
の
充
実
が
強
く
要
請
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
史
料
館
と
し
て
も
機
関
と

し
て
の
研
究
対
象
を
近
世
文
書
か
ら
広
げ
、
よ
り
普
遍
的
で
科
学
的
な
史
料
管
理
学

を
確
立
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
に
各
文
書
館
の
経
験
の
長
い
専
門
的
職
員

の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
、
実
験
的
に
文
書
館
学
研
修
会
を
実
施
し
、
そ
こ

で
の
討
議
な
ど
を
ふ
ま
え
て
翌
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
か
ら
従
来
の
近
世
史
料

取
扱
講
習
会
を
改
組
・
拡
充
し
、
史
料
管
理
学
研
修
会
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

研
修
会
の
期
間
は
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
は
長
期
課
程
四
週
間
、
短
期
課
程

一
週
間
と
し
た
が
、
翌
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
か
ら
は
、
さ
ら
に
二
倍
に
延
ば
さ

れ
、
現
在
は
長
期
研
修
課
程
八
週
間
（
七
月
と
九
月
）
、
短
期
研
修
課
程
二
週
間

二
一
月
）
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
近
世
史
料
取
扱
講
習
会
時
代
か
ら
比

べ
る
と
大
幅
な
延
長
で
あ
る
。
ま
た
、
会
場
は
長
期
課
程
は
当
館
を
主
と
す
る
が
、

短
期
課
程
は
東
京
以
外
の
地
で
開
催
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
八

九
（
平
成
元
）
年
は
福
岡
市
、
一
九
九
○
（
平
成
二
）
年
は
岡
山
市
、
一
九
九
一

（
平
成
三
）
年
は
札
幌
市
で
あ
っ
た
。

８

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
。
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
の
場
合
で
い
４

う
と
、
次
の
よ
う
に
四
つ
の
柱
か
ら
な
っ
て
い
る
。

〔
長
期
課
程
〕

一
、
総
論
１
６
科
目
、
約
肥
時
間

①
文
書
館
総
論
、
②
史
料
管
理
学
序
論
、
⑧
地
域
社
会
と
文
書
館
、
側
組
織
体
と

記
録
、
⑤
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
し
て
の
図
書
館
と
文
書
館
、
⑥
情
報
関
連

法
制

二
、
史
料
論
１
８
科
目
、
約
釦
時
間

⑪
史
料
論
総
論
、
②
古
代
中
世
史
料
論
、
③
近
世
史
料
論
総
論
、
側
近
世
史
料
論

Ｉ
（
幕
藩
史
料
）
、
⑤
近
世
史
料
論
Ⅱ
（
町
方
史
料
）
、
⑥
近
世
史
料
論
Ⅲ
（
村
方

史
料
）
、
㈱
近
現
代
史
料
論
Ｉ
（
行
政
史
料
）
、
⑧
近
現
代
史
料
論
Ⅱ
（
民
間
史
料
）

三
、
記
録
・
史
料
管
理
論
ｌ
Ⅳ
科
目
、
約
布
時
間

①
記
録
管
理
論
、
②
史
料
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
、
③
史
料
所
在
調
査
法
、
側

史
料
の
収
集
と
受
入
、
⑤
現
代
行
政
文
書
の
評
価
と
移
管
、
⑥
近
世
史
料
の
整
理

と
検
索
手
段
の
作
成
、
、
近
現
代
史
料
の
整
理
と
検
索
手
段
の
作
成
、
⑧
史
料
の

装
備
と
配
架
、
⑥
史
料
の
利
用
と
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
⑩
史
料
保
存
環
境
論
、
⑪
史

料
の
保
存
科
学
、
⑫
史
料
の
修
復
・
補
修
、
⑬
文
化
財
保
存
施
設
の
防
災
対
策
、

側
裁
判
記
録
の
保
存
と
利
用
、
⑮
視
聴
覚
記
録
の
保
存
と
利
用
、
⑬
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
利
用
、
⑰
マ
イ
ク
ロ
写
真
の
利
用

四
、
史
料
管
理
の
実
際
１
５
科
目
、
約
犯
時
間



近
世
史
料
取
扱
講
習
会
時
代
は
か
な
り
の
時
間
を
近
世
古
文
書
読
解
に
費
や
し
館

員
が
担
当
し
て
い
た
が
、
右
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
す
べ
て
史
料
論
に
衣
替
え
し
た
。

ま
た
史
料
管
理
の
理
論
と
実
務
に
か
な
り
の
時
間
を
あ
て
、
そ
の
講
師
に
地
方
公
共

団
体
な
ど
の
経
験
豊
富
な
文
書
館
員
を
多
数
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
研
修

会
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
長
期
課
程
の
場
合
、
史
料
整
理
、
保
存
科
学
、

修
復
な
ど
の
科
目
で
は
大
幅
に
実
習
時
間
を
増
や
し
た
。

研
修
会
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
世
界
各
国
の
史
料
管
理
学
研
究

の
成
果
や
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
参
考
に
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
国
際
文
書
館
評
議
会
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
一
九
八
八
年
以
来
毎
年
開
催
し
て
い

る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
欠
か
さ
ず
館
員
を
派
遣
し
て
い

る
。
ま
た
講
師
の
方
々
に
は
研
修
会
終
了
後
、
一
堂
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
研
修

会
検
討
会
議
を
開
催
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
そ
の
他
の
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
そ
し
て
検
討
会
議
で
出
た
意
見
、
あ
る
い
は
研
修
生
の
要
望
な
ど
を

参
考
に
、
毎
年
少
し
ず
つ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
研
修
生
は
研
修
会
終
了
後
、
研
修
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
て

〔
短
期
研
修
課
程
〕

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
柱
は
長
期
課
程
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
時

間
数
が
少
な
い
の
で
科
目
は
主
要
な
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

⑪
藤
沢
市
文
書
館
、
②
国
立
国
会
図
書
館
、
③
国
立
公
文
書
館
、
側
埼
玉
県
立
文

書
館
、
⑤
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所

な
お
、
わ
が
国
で
も
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
の
公
文
書
館
法
制
定
以
後
、
文

書
館
、
公
文
書
館
等
に
お
け
る
専
門
職
員
（
い
わ
ゆ
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
）
の
養
成
が

急
務
と
な
っ
て
き
た
。

わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
、
大
学
院
レ
ベ
ル
の
本
格
的
な
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
コ
ー
ス

が
わ
が
国
に
一
日
も
早
く
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
が
、
史
料
管
理
学
研
修

会
が
そ
の
た
め
の
礎
石
の
ひ
と
つ
に
な
れ
ば
、
と
考
え
て
い
る
。

い
る
。
長
期
研
修
課
程
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
二
○
枚
程
度
、
短
期
研
修
課
程
は

一
○
枚
程
度
で
、
研
修
会
の
内
容
に
関
係
す
る
テ
ー
マ
で
あ
れ
ば
何
で
も
良
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
研
修
レ
ポ
ー
ト
の
審
査
に
合
格
し
た
者
に
は
修
了
証
書
が
お
く
ら

れ
る
。
過
去
二
年
間
の
提
出
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の
も
あ
り
、

す
で
に
い
く
つ
か
は
研
修
生
所
属
機
関
の
研
究
紀
要
や
全
国
的
な
史
料
保
存
関
係
雑

誌
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

研
修
会
の
対
象
は
長
期
課
程
と
短
期
課
程
と
で
若
干
異
な
る
。
長
期
課
程
は
、
文

書
館
、
公
文
書
館
、
史
料
館
、
自
治
体
史
編
纂
室
、
大
学
史
編
纂
室
、
企
業
史
編
纂

室
、
官
公
署
文
書
課
な
ど
で
史
料
を
扱
っ
た
経
験
の
比
較
的
長
い
者
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
大
学
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
者
で
史
料
管
理
学
に
強
い
関
心
を
も
つ
者

も
応
募
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
将
来
史
料
保
存
機
関
で
働
く
意
志
を

持
っ
た
大
学
院
生
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
短
期
研

修
課
程
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
初
心
者
が
対
象
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
史
料
保

存
利
用
機
関
ま
た
は
官
公
署
文
書
課
等
に
勤
務
し
て
い
る
者
な
ら
だ
れ
で
も
参
加
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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近世史料取扱講習会開催一覧

＝文部省史料館時代＝

＊は期間内一部国立自然教育園で開催

50

回数 年 度 希望者 受講者 開催時期 開催場所

1 昭和27年度 60
名

35
名

27． 9． 8～27． 9．20 文部省史料館（内9/9-17*)

2 昭和28年度 42 42 28.11.11～28．11.21 文部省史料館（内11/11-19*)

3 昭和29年度 35 31 29.11.10～29.11.20 文部省史料館（内11/10-18*)

4 昭和30年度 54 51 30.11． 9～30．11．19 文部省史料館（内11/10-19*)

5 昭和31年度 57 50 31.11.12～31.11.22 文部省史料館（内11/13-21*)

6 昭和32年度 39 37 32.11.12～32．11.22 文部省史料館（内11/12-21*)

7 昭和33年度 48 46 33.11.11～33.11.21 文部省史料館

8 昭和34年度 55 55 34.11.10～34．11.20 文部省史料館

9 昭和35年度 54 50 35.11. 8～35.11.18 文部省史料館

10 昭和36年度 46 45 36.11．13～36.11．22 文部省史料館

11 昭和37年度 57 51 37.11.13～37．11.22 文部省史料館

12 昭和41年度 48 46 41．11. 7～41.11．12 文部省史料館

13 昭和42年度 62 41 42.10.23～42.10.28 文部省史料館

14 昭和43年度 86 41 43.10.21～43．10.26 文部省史料館

15 昭和44年度 86 40 44. 9.29～44．10. 4 文部省史料館

16 昭和45年度 41 41 45. 9.28～45．10. 3 文部省史料館

17 昭和46年度
40

70

39

48

46． 6． 7～46． 6．12

46． 9．27～46.10. 2

山口県文書館

国立教育会館



近世史料取扱講習会開催一覧

＝国文学研究史料史料館に改組後＝

､

51

回数 年 度 希望者 受講者 開催時期 開催場所

18 昭和47年度
41

89

名
40

41

名
47.10. 2～47.10． 7

47．10．16～47．10.21

福岡県文化会館図瞥館

東京都職員研修所

19 昭和48年度
60

54

40

40

48． 9.17～48. 9.22

48.10.15～48.10.20

国立教育会館

京都府立総合資料館

20 昭和49年度
90

90

37

46

49． 9． 9～49． 9．14

49． 9．30～49.10. 5

宮城県図書館

国立教育会館

21 昭和50年度
50

128

44

50

50. 9.30～50.10. 4

50.10.20～50．10.24

石川県立郷土資料館
国立教育会館

22 昭和51年度
69

76

44

45

51. 9.27～51.10. 1

50.10.25～51．10.29

岡山県総合文化センター
国立教育会館

23 昭和52年度
73

92

40

42

52. 9.26～52． 9．30

52．10.17～52．10．21

京都府立総合資料館

国文学研究資料館

24 昭和53年度
97

126

38

45

53.10.23～53.10.27

53.11. 6～53.11．10

京都府立総合資料館

国文学研究資料館

25 昭和54年度
53

87

40

40

54.10.15～54.10.19

54．11. 5～54.11. 9

岐阜県歴史資料館

国文学研究資料館

26 昭和55年度
70

73

37

41

55．10．13～55.10.17

55.10.27～55．10．31

京都府立総合資料館

国文学研究資料館

27 昭和56年度 106 59 56.10.12～56．10.16 国文学研究資料館

28 昭和57年度 130 58 57.10.18～57．10．22 国文学研究資料館

29 昭和58年度
68

73

42

38

58．10. 3～58.10. 7

58.10.17～58.10.21

京都府立総合資料館
国文学研究資料館

30 昭和59年度
55

69

40

42

59.10. 1～59.10. 5

59.10.15～59.10.19

京都府立総合資料館
国文学研究資料館

31 昭和60年度
47

69

36

39

60.10.14～60.10.18

60.10.28～60.11. 1

京都府立総合資料館
国文学研究資料館

32 昭和61年度
50

66

41

42

61. 9.29～61．10． 3

61．10.13～61．10．17

京都府立総合資料館
国文学研究資料館

33 昭和62年度
50

80

34

46

62.10. 5～62.10. 9

62.10.19～62．10.23

大阪府公文書館

国文学研究資料館



文書館学研修会

＝文書館学研修会は昭和62年度に試行的に実施＝

＊受講決定者は28名

史料管理学研修会開催一覧

〔近世史料取扱講習会を改称し、研修内容を拡充〕

*受講者の（ ）内の数は、前・後期を二年度にわたって受講するため、その年度のみの終了者を示す。
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回数 年 度 希望者 受講者 開催時期 開催場所

1 昭和62年度 37
名

26
名
62．11．30～62.12． 4 国文学研究資料館

回数 年 度 希望者 受講者 開催時期 開催場所

34 昭和63年度

(長期）

昭和63年度

(短期）

31

45

名
31
名

(28）

30

63． 9． 5～63． 9.16

(前期）
63．10．17～63.10．28

(後期）
63.11. 7～63．11．11

国文学研究資料館

国文学研究資料館

大阪府公文書館

35 平成元年度

(長期）

平成元年度

(短期）

25

28

25

(12)

22

1． 7.10～1． 8． 4

(前期）
1． 9． 4～1． 9．29

(後期）
1．11． 6～1．11．17

国文学研究資料館

国文学研究資料館

福岡ガーデンパレス

36 平成2年度

(長期）

平成2年度

(短期）

24

27

24

(15)

24

2． 8． 3

2． 9．28

2.11．16

一
一
一

2． 7． 9

(前期）
2． 9． 3

(後期）
2.11． 5

国文学研究資料館

国文学研究資料館

岡山県青年館

37 平成3年度

(長期）

平成3年度

(短期）

23

29

23

未定

3． 8． 3

3． 9．28

3．11．22

一
一
一

3． 7． 8

(前期）
3． 9． 2

(後期）
3.11.11

国文学研究資料館

国文学研究資料館

KKR札幌


